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「帝都」メヒコにおける食料調達の問題（小林）

【
要
約
】
　
農
業
生
産
力
増
大
・
社
会
的
余
剰
生
産
を
中
心
概
念
と
し
た
文
化
生
態
学
派
の
新
大
陸
都
市
文
明
発
達
に
関
す
る
説
明
モ
デ
ル
は
、
と
も
す
れ
　
帆

ば
余
剰
生
産
物
の
集
荷
・
分
配
と
い
う
流
通
過
程
を
等
閑
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
非
農
業
的
生
産
者
の
集
積
す
る
核
で
あ
る
都
市
の
存
立
基
盤
と
し
て
、

人
口
扶
養
力
と
し
て
の
食
料
資
源
の
確
保
・
調
達
が
大
き
な
意
味
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
よ
う
。
本
稿
で
扱
う
メ
ヒ
コ
は
、
ア
ス
テ
カ

「
帝
国
」
の
都
で
あ
り
、
民
族
史
的
資
料
に
よ
っ
て
先
ス
ペ
イ
ン
期
の
都
市
の
様
梢
が
一
定
程
度
復
原
し
う
る
、
お
そ
ら
く
は
唯
一
の
都
帯
で
あ
る
。
こ

の
都
市
へ
の
食
料
資
源
調
達
は
、
エ
ス
タ
ソ
シ
ア
、
貢
納
、
市
場
、
の
三
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
貢
納
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
基
本
史
料
で
あ
る
貢
納
表
に
み
ら
れ
る
食
料
資
源
の
貢
納
量
、
貢
納
範
囲
の
推
定
を
試
み
る
。
そ
れ
を
手
掛
り
と
し
て
、
メ
ヒ
コ
の
都
市
人
口
規
模
、

メ
ヒ
コ
盆
地
の
余
剰
生
産
力
に
関
す
る
仮
説
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
シ
ス
テ
ム
相
互
の
関
連
を
解
明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
二
巻
四
号
　
一
九
七
九
年
七
月

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
一
九
四
〇
年
代
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
生
態
学
派
に
よ
っ
て
強
力
に
推
進
さ
れ
た
一
連
の
研
究
の
枠
組
の
ひ
と
つ
に
、
次
の
よ
う
な
図
式

が
あ
る
。
複
合
社
会
の
発
展
は
、
そ
の
社
会
の
経
済
体
系
、
と
り
わ
け
「
生
存
の
た
め
の
経
済
活
動
」
の
諸
側
面
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

説
明
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
メ
ソ
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
都
市
的
文
明
の
発
展
は
、
農
業
生
産
性
の
発
達
に
よ
る
必
然
的

結
果
と
し
て
、
説
明
さ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
、
支
配
者
、
官
僚
、
そ
し
て
種
々
の
工
芸
職
人
、
商
人
と
い
っ
た
食
料
生
産
活
動
に
携
わ
ら
な
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い
人
々
を
扶
養
し
う
る
食
料
資
源
の
余
剰
・
備
蓄
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
、
都
市
の
存
立
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
食
料
資
源
の
調
達
を

保
証
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
単
一
で
は
な
い
こ
と
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
W
・
サ
ソ
ダ
ー
ス
に
代
表
さ
れ
る
文
化
生
態
学
派
の
都
市
文
明
発

達
論
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
致
命
的
な
誤
ち
を
犯
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
生
態
系
に
お
け
る
一
セ
ク
タ
ー
で
し
か
な
い
水
利
に
関
す
る
シ
ス
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ム
が
、
あ
た
か
も
、
メ
ソ
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
都
市
的
文
明
発
達
の
方
向
を
支
配
し
た
か
の
よ
う
な
結
論
を
忍
び
き
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
本
稿
は
、
ア
ス
テ
カ
「
帝
国
」
の
酋
都
メ
ヒ
コ
を
薯
例
と
し
て
、
都
市
へ
の
食
料
調
達
シ
ス
テ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
を
国
的
と
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
都
市
が
、
メ
ソ
・
ア
メ
リ
カ
の
諸
都
市
の
中
で
、
そ
の
発
生
か
ら
の
過
程
を
種
々
の
資
料
で
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
唯
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
都
市
で
あ
る
こ
と
が
、
ひ
と
つ
の
理
由
で
あ
る
。
二
世
紀
に
も
満
た
ぬ
短
期
間
に
、
水
草
の
繁
茂
す
る
一
介
の
小
島
か
ら
、
征
服
老
た
ち
を

驚
嘆
さ
せ
た
程
の
大
都
市
へ
と
発
達
し
た
「
帝
都
」
メ
ヒ
コ
の
発
展
の
原
動
力
は
、
生
態
学
的
適
応
と
い
う
説
明
原
理
で
は
、
十
分
説
明
で
き

な
胸
・
そ
し
て
・
そ
の
大
都
市
を
存
立
せ
し
め
た
諸
々
の
機
構
と
り
わ
け
都
市
人
。
扶
養
力
と
し
て
の
食
醤
源
の
調
達
シ
ス
テ
ム
を
蟹

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
文
化
生
態
学
派
の
因
果
論
的
説
明
モ
デ
ル
が
無
視
し
た
諸
側
面
に
、
光
を
投
じ
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
農
業

的
生
産
力
だ
け
で
な
く
、
生
産
物
の
分
配
、
交
換
と
い
っ
た
流
通
過
程
を
も
、
視
野
の
な
か
に
入
れ
て
議
論
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
貢
納
表
と
い
う
資
料
を
手
掛
り
に
し
て
、
貢
納
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
「
帝
都
」
メ
ヒ
コ
に
、
集
荷
さ
れ
た
食
料
資
源
が
、

持
っ
た
意
味
を
解
明
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
、
近
年
、
　
「
貢
納
調
生
産
様
式
」
を
基
盤
に
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
つ
つ
あ
「
る
、
ア
ス
テ
カ
社

⑤会
に
お
い
て
、
貢
納
シ
ス
テ
ム
が
占
め
て
い
た
意
義
を
評
価
す
る
こ
と
に
も
、
結
び
つ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
①
　
一
九
五
五
年
に
、
J
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
、
K
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
を
申
心
　
　
　
　
　
§
小
義
魯
”
目
身
8
ρ
お
遷
．
最
新
の
動
向
・
成
果
は
、
≦
。
羅
拝
ユ
ρ
国
‘
（
①
O
■
）

に
「
…
催
概
文
明
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
以
後
、
サ
ン
ダ
ー
ス
、
プ
ラ

イ
ス
、
パ
レ
ル
ム
、
ア
ル
ミ
リ
ャ
ス
等
に
よ
っ
て
メ
ソ
・
ア
メ
リ
カ
を
場
と
し
た

研
究
が
析
出
し
た
。
　
ω
富
託
碧
9
9
（
①
α
シ
賊
ミ
鷺
馬
上
§
Q
ミ
凝
ミ
§
窮
、
」

“
§
昏
ミ
ミ
帖
慧
の
ミ
鳶
層
芝
餌
捗
ぎ
σ
q
8
戸
お
誤
■
ω
二
月
負
鶏
ω
唱
♂
＜
’
目
篭
ゆ
鍵
げ
p
罠

轡
℃
ユ
o
ρ
§
魯
§
謹
識
ミ
、
§
恥
肉
§
N
ミ
ご
§
駄
轟
q
琶
ミ
甲
乙
。
お
層
累
。
謹
く
。
葺
噂

巳
O
c
。
・
勺
巴
o
H
β
》
■
《
国
・
ノ
＜
o
一
抽
眺
鷺
§
ミ
ミ
黛
機
職
ミ
N
帖
魯
職
q
§
§
さ
恥
宇

　
§
馬
二
軸
N
ミ
駄
§
蔑
§
の
ミ
ミ
馬
描
記
℃
農
－
簑
亀
§
§
肉
8
N
o
塾
§
蕊
砺
。
“
恥
ミ
M

　
o
。
寒
苗
団
ρ
δ
刈
①
参
照
。

②
　
メ
ヒ
コ
は
、
テ
ノ
チ
テ
ィ
ト
ラ
ン
と
ト
ラ
テ
ロ
ル
コ
を
合
せ
た
も
の
を
指
す
。

③
発
達
史
に
つ
い
て
は
、
い
。
ヨ
ぴ
塑
巨
。
ユ
¢
国
巳
N
’
Q
っ
。
巳
勲
∪
馬
恥
ミ
き
畿
。
ミ
ぴ
§
S

　
§
ミ
註
“
㌣
§
§
“
ミ
ミ
§
軸
恥
薦
8
ぎ
賊
臣
瀞
§
§
偽
ミ
雪
融
驚
母
毯
’
鼠
①
己
o
P
6
お
・

　
参
照
。
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④
　
灌
概
文
明
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
J
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
、
交
易
、
征
服
活
動
な
ど

　
の
側
面
も
強
調
し
た
が
、
こ
の
点
は
見
落
さ
れ
て
ぎ
た
。
都
市
起
源
の
説
明
モ
デ

　
ル
に
つ
い
て
は
、
○
鷲
富
お
鵠
こ
、
、
Q
誉
勤
口
〇
二
σ
q
ぎ
ω
”
㊤
呂
く
δ
芝
”
、
℃
㌧
§
偽
§
騎

　
註
奪
§
§
縛
£
§
辱
婁
く
9
ド
（
巳
謡
y
竈
」
卜
。
凸
卜
⊃
・
参
照
。

⑤
切
鷲
掴
2
国
‘
§
嚢
帖
恥
ミ
。
黛
8
職
ミ
ミ
湧
§
N
気
早
覇
層
鼠
⑩
菖
。
ρ
お
胡
■
こ
の

　
論
文
集
の
う
ち
最
終
輩
・
は
、
原
田
金
一
郎
・
青
木
芳
夫
訳
「
ア
ス
テ
カ
社
会
に
お

　
け
る
貢
納
と
土
地
占
取
」
『
歴
史
評
論
』
三
四
三
号
（
一
九
七
八
年
）
八
四
一
｝

　
〇
一
頁
と
し
て
訳
さ
れ
て
い
る
。

二
　
貢
納
表
の
資
料
的
性
格

　
コ
ル
テ
ス
が
、
そ
の
第
二
書
簡
で
、
各
地
方
が
納
め
る
貢
納
品
目
と
そ
の
量
に
つ
い
て
の
規
定
が
記
さ
れ
て
い
た
絵
文
字
と
数
符
で
書
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
文
書
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
文
書
が
、
わ
れ
わ
れ
が
貢
納
表
と
よ
ぶ
資
料
と
同
一
の
も
の
で
あ

る
か
否
か
は
、
は
っ
き
り
と
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
貢
納
表
は
、
次
に
の
べ
る
三
種
の
貢
納
記
録
の
相
互
比
較
に
よ
っ
て
推
定
・
復
原

し
う
る
仮
説
的
な
貢
納
記
録
の
原
型
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
現
存
す
る
資
料
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

「帝都」メヒコにおける食料調達の問題（小林）

　
↓
　
三
種
類
の
貢
納
記
録

　
（
　
三
種
類
の
貢
納
記
録
と
は
、
鼠
霧
島
。
ロ
欝
α
①
門
拓
き
耳
。
。
。
（
以
下
M
T
と
略
）
、
○
α
象
8
冨
Φ
昌
畠
o
o
貯
ρ
N
．
℃
鴛
＄
（
以
下
C
M
∬
と
略
）
、
お
よ

び
「
モ
ク
テ
ス
マ
に
イ
ン
デ
ィ
オ
達
が
納
め
て
い
た
貢
納
に
つ
い
て
の
情
報
」
（
以
下
『
情
報
』
と
略
）
を
指
す
。
こ
の
う
ち
、
前
二
者
は
絵
文
書

で
あ
る
が
、
最
後
の
も
の
に
は
、
絵
文
書
に
つ
い
て
の
言
及
は
み
ら
れ
る
が
、
絵
文
書
は
添
付
さ
れ
て
い
な
い
。

　
M
T
は
、
一
六
枚
の
土
着
の
紙
（
ア
マ
ト
ル
）
の
両
面
に
、
多
色
で
、
貢
納
地
区
毎
の
貢
納
品
目
と
地
区
内
の
町
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の

作
成
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
綴
じ
方
が
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
方
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
征
服
後
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
第
。
。
．
噸

H
O
、
の
二
頁
を
除
け
ば
、
一
頁
が
、
＝
脚
半
地
区
と
な
っ
て
い
る
。
各
頁
の
最
底
辺
に
町
の
絵
符
が
左
か
ら
右
へ
、
さ
ら
に
必
要
な
ら
ば
、
右

辺
を
上
に
向
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
町
の
絵
符
の
上
部
に
、
貢
納
品
目
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
般
に
、
最
下
部
に
衣
類
、
最
上
部

に
食
料
品
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
絵
符
類
の
い
く
つ
か
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
お
よ
び
ナ
ワ
ト
ル
語
に
よ
る
注
釈
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
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第1図　チャルコ地区の貢納（MTllr） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
M
T
の
原
本
は
、
メ
キ
シ
コ
市
の
国
立
人
類
学
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
最
初
の
二
葉
は
著
し
く
破
損
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
一
七
七
〇
年
に
、
ロ
レ
ン
サ
ナ
津
p
ロ
Ω
。
。
。
o
＞
山
①
ピ
。
お
旨
9
口
p
が
出
版
し
た
コ
ル
テ
ス
の
書
簡
集
に
付
さ
れ
た
図
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
よ
っ
て
、
一
部
復
原
す
る
こ
と
か
で
き
る
。
M
T
で
は
、
三
四
の
地
区
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
C
M
H
は
、
誤
ま
っ
て
第
一
部
に
編
集
さ
れ
た
ミ
．
曽
H
。
。
．
を
除
い
て
、
三
八
葉
か
ら
な
る
。
　
こ
の
絵
文
書
は
、
　
一
五
四
一
一
四
二
年
頃
に
、

副
王
メ
ン
ド
サ
》
暮
。
巳
。
伽
Φ
寓
8
ロ
o
N
p
の
指
示
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
現
在
は
、
オ
ヅ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ボ
ー
ド
リ
イ
図
書
館
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
靴
㌦
晦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奏
　
　
含
ま
れ
て
い
る
・
各
地
区
毎

　
　
蚕
糠
譲

糊．

ｨ
蒙
紬
磯
β
．
、
、

　
　
∫
礁

　
　
｛
ご
㎎
y

最：上列は，木製穀物容器

第2列は，軍服および鞍
懸3列は，木綿製マント

最下列は，チャコル地区のブエプロ

の
記
載
内
容
は
、
M
T
と
ほ

ぼ
同
一
で
あ
る
が
、
絵
符
の

配
列
が
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
各
頁
の
左

辺
に
町
の
絵
符
が
並
べ
ら
れ
、

そ
の
右
側
に
貢
納
品
目
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
配
列

も
、
上
部
に
衣
類
、
下
部
に

食
料
品
が
描
か
れ
て
お
り
、

M
T
と
ま
っ
た
く
逆
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
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「帝都」メヒコにおける食料調達の問題（小林）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ッ
パ
的
表
現
様
式
に
従
っ
て
絵
文
書
が
作
成
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
C
M
亘
に
は
、
各
絵
符
に
ス
ペ
イ
ン
語
の
注
釈
が
付
さ
れ
る
だ
け
で
は
な

く
、
各
地
区
毎
の
概
要
を
記
し
た
解
説
が
、
各
葉
の
裏
頁
に
記
載
さ
れ
て
も
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
第
三
番
目
の
資
料
『
情
報
』
は
、
一
五
五
四
年
に
ベ
ラ
ス
コ
と
ケ
サ
ー
ダ
が
作
成
し
た
、
征
服
前
の
貢
納
に
つ
い
て
の
資
料
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
あ
る
絵
図
を
示
し
な
が
ら
、
六
名
の
古
老
イ
ン
デ
ィ
オ
か
ら
、
モ
ク
テ
ス
マ
時
代
の
貢
納
に
つ
い
て
聴
取
し
た
記
録
で
あ
る
。
六
名
の
情

報
と
は
い
え
、
内
容
は
二
つ
、
の
系
列
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
系
列
相
互
で
は
、
貢
納
品
目
と
そ
の
量
な
ど
に
二
千
の
差
異
が
み
ら
れ
る
が
、

貢
納
地
区
割
に
お
い
て
は
、
地
区
名
お
よ
び
地
区
数
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
　
『
情
報
』
で
は
ふ
各
地
区
内
の
町
の
名
が
一
部
し
か
言
及

さ
れ
て
お
ら
ず
、
単
に
主
邑
名
と
構
成
町
数
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
『
予
報
』
で
は
、
各
貢
納
品
の
征
服
時

に
お
け
る
交
換
価
値
に
つ
い
て
の
記
載
も
み
ら
れ
る
。

　
以
上
、
三
種
の
貢
納
記
録
に
お
け
る
貢
納
地
区
に
つ
い
て
の
記
載
を
整
理
し
た
も
の
が
、
第
一
表
で
あ
る
。
M
T
お
よ
び
C
M
I
に
お
け
る

貢
納
地
区
名
は
、
各
地
区
の
最
初
に
あ
る
町
の
絵
符
が
示
す
名
で
代
表
さ
せ
た
。
従
来
の
す
べ
て
の
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
の
最
初
の
町
は
、

貢
納
地
区
の
中
心
、
す
な
わ
ち
主
邑
と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
貢
納
地
区
数
は
、
C
M
I
の
三
九
が
最
大
で
あ
る
。
M
T
は
、
C
M

丑
に
あ
る
ア
シ
ョ
コ
パ
ソ
（
眺
O
一
一
〇
　
b
ユ
刈
弓
）
、
ア
ト
ト
ニ
ル
コ
・
デ
・
ペ
ド
ラ
サ
（
｛
。
ぎ
ト
。
。
。
．
）
、
ト
ラ
チ
ク
ィ
ア
ウ
コ
（
暁
畠
。
騎
．
）
、
ト
チ
テ
ペ
ッ
ク

（暁

n
一
一
〇
　
蒔
①
噂
）
お
よ
び
オ
シ
テ
ィ
パ
ン
（
｛
。
ぎ
綬
．
）
の
五
貢
納
地
区
を
欠
い
て
い
る
。
　
一
方
『
情
報
』
で
は
、
シ
ト
ラ
ル
テ
ペ
ッ
ク
（
h
。
ぎ
罵
．
占
。
。
．
）
、

ト
ラ
テ
ロ
ル
コ
（
｛
o
認
。
お
棺
）
、
マ
リ
ナ
ル
コ
（
h
o
ぎ
ω
㎝
．
）
、
シ
ョ
コ
テ
ィ
ト
ラ
ソ
（
｛
9
δ
ω
㎝
．
）
の
四
地
区
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
ア
パ
ソ
と
い
う

C
M
豆
に
も
記
載
の
な
い
貢
納
地
区
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
『
情
報
』
で
は
、
C
M
H
の
蒔
O
．
に
記
載
さ
れ
て
い
る
三
地
区
、
ト
ラ
コ
サ

ゥ
テ
ィ
ト
ラ
ソ
、
ク
ィ
ア
ゥ
テ
オ
パ
ソ
、
ヨ
ア
ル
テ
ペ
ッ
ク
の
名
が
見
当
ら
ず
、
代
り
に
、
サ
カ
ト
ラ
ソ
、
テ
キ
ス
ク
ィ
ト
ラ
ソ
、
イ
チ
カ
ァ

ト
ヤ
ッ
ケ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
情
報
』
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
た
ち
が
、
示
さ
れ
た
絵
図
を
誤
読
し
た
た
め
生
じ
た
ミ
ス
で

　
　
⑦

あ
っ
た
。

　
C
M
亘
の
貢
納
地
区
の
割
り
振
り
順
を
基
準
と
し
て
、
残
り
二
者
に
お
け
る
欠
落
地
区
を
検
討
す
る
と
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
欠
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Xyl　T

墜
n
1
2
3
鷺
％
7
欠
欠
9
6
7
建
6
2
1
・
・
欠
盤
慧
6
6
6
2
2
n
U
欠
欠
8
7
6
7
U
7
2
5
欠

肋飴

濯

F
寧
禦
餅
雷
夢
β
欠
願
3
駐
σ
ぴ
㍗
㍗
樫
ぴ
留
欠
9
r
9
7
僅
僻
僻
併
F
1
7
餅
㍗
欠
欠
紗
び
4
，
群
ひ
駅
ぴ
肝
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　1
　
　
　
　
　
　
　

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　1

第1表　3種の貢納記録

　　　　　　　　　c

地　区　主　邑

Citlaltepec

T工atelolco

Petlacalco

Acolhuacan

Quauhnahuac

Huaxtepec

Quauhtitlan

Axocopan

Atotonilco　P．

Hueypuchtla

Atotonileo　G．

Xilotepec

Quahuacan

Toluca

Ocuila＝ユ

Malinalco

Xo¢otitlan

Tlachco

　　　欠

Tepequacuilco

Cihuatlan

Tlapa

Tlacozauhtitlan

Quiauhteopan

Yoaltepec

Chalco

Tepeacac

Coayxtlahuacan

Coyolapan

Tlachquiauco

Tochtepec

Xoconochco

Quauhtochco

Cuetlaxtlan

Tlapacoyan

Tlatlauhquitepec

Tochpan

Atlan

Ctzicoac

Oxitipan

竺
名

H

数町

11

P
2
3
2
6
1
6
2
6
7
1
0
7
9
6
7
1
3
1
2
6
2
1
1
0
欠
1
4
1
2
1
4
8
6
6
6
2
2
1
1
1
1
3
2
2
8
7
6
7
1
1
7
2
5
1

OhOf

r
　
　
　
r
　
　
r

8
　
　
9
臼

　
　
　
　
　
5

1
　
V
2
v
2

　
　
し
　
　
　
　
　
ロ

㍗
寧
便
F
3
卵
σ
㍗
8
。
俳
寧
r
㌘
雷
塵
駐
馴
σ
欠
㍗
趣
俳
㏄
併
併
F
寧
㍗
聖
3
σ
7
，
即
寧
㏄
F
餅
欝
ひ
ひ

1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
　
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
．
4
5
5
5
5
5
5

r情　　　報』

．地　区主　邑　名 町数 順序

欠 欠 欠

欠 欠 欠

PetlaCalco、 43【44 1

Aculma 36 2

Cuernavaca 25 3

Guastepeque 28 4

Cuautitlan 15 5

Axacuba 10 　　1　　　「U

Atotoni正co 7 7

Teopochitlan 10｝8 8

Atotoni1CO 7 9

Xilotepeque 6 10

Quahuacan 15 11

To】uca 1619 12
Qquila 6 13

欠 欠 欠

欠 欠 欠．

T王achco 10 14115

Apan 5 15｝14

TepequaquilCO 14 16．

Gihuatlan 13 17

Tlapa 16115 18

Cacatlan 8 19

Tequisquitlan 6 20

Ichcaatoyaque 6 21

Chalco 8 22

Tepeaca 22 23

Cuestlavaca 11 24

Cuilapan 11 25

TlaxiacO 3 26

Tochtepeque 22 27

Soconusco 6 28

Quautuchco 7 29

　　　　　　石bot正astla 7 30

Tlapa60ya 7 31

Tlatlauquitepeque 11 32

Tochpan 7 33

Atlan 2 34

9iCQaque 5 35

Oxitipan 1 36
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落
地
区
は
、
C
M
H
に
お
い
て
連
続
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
地
区
の
組
み
合
せ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
後
二
者
の
欠
落
地
区
に
相
当
す
る
部
分

は
、
何
ら
か
の
理
由
で
散
曝
し
た
フ
ォ
リ
オ
に
記
載
さ
れ
て
い
た
と
考
え
う
る
。
同
様
に
C
M
亘
に
な
く
『
情
報
準
に
記
載
の
あ
る
ア
パ
ソ
地

区
も
、
本
来
の
貢
納
表
に
お
い
て
は
、
記
載
さ
れ
て
い
た
と
考
え
た
い
。
す
な
わ
ち
、
三
種
の
貢
納
記
録
は
、
い
ず
れ
も
完
全
な
資
料
で
は
な

く
、
征
服
前
に
存
在
し
て
い
た
貢
納
表
の
～
部
で
し
か
な
い
。
貢
納
表
に
お
い
て
、
貢
納
地
区
数
が
い
く
つ
で
あ
っ
た
か
知
る
材
料
は
な
い
が
、

最
低
四
〇
地
区
は
あ
っ
た
と
い
え
る
。
上
限
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
資
料
の
発
見
が
な
い
か
ぎ
り
確
定
し
え
な
い
。

「帝都」メヒコにおける食：料調達の問題（小林）

　
⇒
　
貢
納
表
の
資
料
と
し
て
の
性
格

　
（
　
　
　
「
…
…
平
和
的
関
係
に
あ
る
町
に
は
、
定
め
ら
れ
た
貢
納
が
賦
課
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
貢
納
す
る
側
の
裁
量
に
よ
っ
て
、
年
に
何

　
　
度
か
貢
納
し
て
い
た
。
…
…
こ
れ
ら
の
鴬
合
、
統
治
官
や
収
税
吏
は
派
遣
さ
れ
ず
、
そ
の
町
の
領
主
が
統
治
権
を
保
持
し
て
い
た
。
　
一
方
、

　
　
戦
争
に
よ
っ
て
、
（
メ
シ
カ
族
が
）
手
に
入
れ
た
町
々
は
、
、
．
富
ρ
鼠
¢
ゆ
誌
㊤
o
o
菖
．
．
す
な
わ
ち
奴
隷
と
し
て
貢
納
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
町

　
　
に
は
、
統
治
官
、
財
務
官
、
収
税
吏
が
配
備
さ
れ
て
い
た
。
町
の
領
主
は
町
の
住
民
を
支
配
は
す
る
が
、
彼
自
身
は
メ
ヒ
コ
の
（
大
）
領
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
の
支
配
下
に
お
か
れ
て
い
た
。
」

　
こ
れ
は
、
タ
ピ
ア
ぎ
脅
傍
α
Φ
日
㊤
℃
冨
と
い
う
一
征
服
者
の
善
言
で
あ
る
。
　
C
M
I
の
町
の
絵
符
の
注
釈
に
、
．
O
巴
℃
訂
繭
煽
ρ
℃
器
窪
。
、
．

と
．
記
し
て
あ
る
こ
と
．
か
ら
も
、
貢
納
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
町
は
、
カ
ル
ピ
ス
キ
。
巴
豆
×
ρ
鼠
（
収
税
吏
）
の
配
備
さ
れ
た
町
と
定
義
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
貢
納
蓑
に
記
載
さ
れ
て
い
る
町
を
、
貢
納
を
し
て
い
た
町
と
す
る
旧
来
の
考
え
は
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
軍
事
力
に
よ
る
征
服
活
動
と
、
カ
ル
ピ
ス
キ
配
備
と
い
う
貢
納
体
制
へ
の
編
入
と
の
間
に
、
必
ら
ず
し
も
直
線
的
な
関
係
が
み
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
も
兇
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。
C
M
の
第
一
部
は
、
メ
シ
暖
熱
の
歴
代
大
領
主
が
征
服
し
た
．
町
の
リ
ス
ト
で
あ
る
が
、
C
M
H

に
お
い
て
も
記
載
さ
れ
て
い
る
町
は
、
そ
の
う
ち
の
約
三
割
で
あ
る
。
ま
た
、
ト
ト
ナ
カ
地
方
の
ク
ェ
ト
ラ
ス
ト
ラ
ソ
の
よ
う
に
、
一
度
、
征
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⑨

服
さ
れ
、
カ
ル
ピ
ス
キ
の
み
な
ら
ず
統
治
者
ま
で
配
備
さ
れ
た
町
が
、
反
乱
を
起
し
て
再
征
服
さ
れ
た
と
い
う
例
も
あ
る
。
　
一
方
、
C
M
亘
に

記
載
さ
れ
て
い
る
町
の
な
か
に
も
、
征
服
さ
れ
た
事
実
と
そ
の
年
代
が
確
か
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
と
く
に
、
貢
納
地
区
の
主

邑
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
の
年
代
記
に
お
い
て
も
雷
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
、
ワ
ス
テ
カ
地
方
の
ア
ト
ラ
ン
、
オ
シ
テ
ィ
パ
ソ
と
い
う
二

つ
の
貢
納
地
区
主
邑
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
以
上
の
よ
う
な
制
約
は
あ
る
が
、
貢
納
表
は
、
一
五
一
一
年
以
降
の
状
態
に
つ
い
て
の
記
録
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
五
一
一
年
目
、

ミ
ス
テ
カ
高
地
の
ト
ラ
チ
ク
ィ
ア
ゥ
コ
が
征
服
さ
れ
た
と
い
う
年
で
あ
る
。
C
M
H
に
記
載
さ
れ
て
い
る
町
の
中
に
は
、
二
五
轡
一
年
以
降
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

征
服
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
そ
の
征
服
年
を
知
り
え
る
も
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
　
一
般
に
一
五
一
〇
年
代
に
お
い
て
は
、

顕
著
な
征
服
前
線
の
拡
大
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
応
、
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
貢
納
表
は
、
ス

ペ
イ
ン
人
到
来
時
あ
る
い
は
直
前
の
貢
納
体
制
を
示
す
記
録
で
あ
6
。

　
し
か
し
、
こ
の
貢
納
表
が
、
　
「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
の
貢
納
体
制
全
体
の
記
録
で
な
い
こ
と
は
、
前
述
し
た
タ
ピ
ア
の
証
言
か
ら
も
知
り
う
る
。

『
情
報
』
に
は
、
M
T
と
C
M
H
に
み
ら
れ
な
い
貢
納
や
貢
納
体
制
に
つ
い
て
の
記
録
も
あ
る
。
種
々
の
貢
納
に
関
す
る
記
録
の
比
較
に
よ
っ

て
、
貢
納
表
が
体
現
し
て
い
る
貢
納
難
壁
に
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
、
労
働
力
徴
発
と
い
う
形
態
の
貢
納
を
除
い

⑫て
、
現
物
形
態
に
よ
る
貢
納
に
限
っ
て
み
て
も
、
次
の
よ
う
な
数
種
の
貢
納
お
よ
び
貢
納
体
制
に
つ
い
て
、
貢
納
表
は
情
報
を
有
し
て
い
な
い

こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

’
政
治
的
従
属
関
係
に
と
も
な
う
「
帝
国
」
の
正
規
の
貢
納
の
う
ち
、
次
の
も
の
は
貢
納
表
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
斑
…
－
・
友
好
的
関
係
に
あ
る
町
、
す
な
わ
ち
、
タ
ピ
ア
の
証
言
で
、
前
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
町
々
か
ら
の
貢
納
。

　
妬
…
…
「
帝
都
」
メ
ヒ
コ
内
部
か
ら
の
貢
納
。
こ
れ
に
は
、
　
「
帝
都
」
内
の
市
場
な
ど
か
ら
徴
発
さ
れ
る
市
場
税
的
な
貢
納
を
含
め
る
。
．
　

　
％
…
・
王
宮
の
生
計
維
持
の
た
め
、
　
「
帝
都
」
近
郊
の
営
々
か
ら
毎
日
上
納
さ
れ
る
貢
納
贔
。
　
い
わ
ゆ
る
ω
露
鼠
。
δ
o
O
出
原
鴛
。
と
よ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

れ
る
も
の
で
、
生
鮮
食
料
、
燃
料
、
日
用
品
な
ど
が
主
た
る
貢
納
品
で
あ
る
。
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「帝都」メヒコにおける食料調達の問題（小林）

．
ま
た
、
正
規
の
貢
納
体
制
以
外
に
も
、
そ
れ
を
補
助
し
並
存
す
る
形
で
存
在
し
た
貢
納
も
、
F
・
ベ
ル
ダ
ソ
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な

　
　
　
　
⑮

り
つ
つ
あ
る
ゆ
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
、
次
の
二
種
が
含
め
う
る
。

　
切
－
…
、
・
年
祭
に
お
い
て
納
め
ら
れ
る
貢
納
。
　
『
情
報
』
に
お
い
て
は
、
四
回
な
い
し
は
五
回
の
年
祭
、
コ
デ
ィ
セ
・
チ
マ
ル
ポ
ポ
カ
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

六
回
の
年
祭
の
名
前
と
、
各
年
祭
に
納
め
ら
れ
た
貢
納
品
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
焼
：
：
二
種
々
の
国
家
的
行
事
あ
る
い
は
事
業
に
お
い
て
徴
発
さ
れ
る
貢
納
。
新
し
い
神
殿
の
建
設
・
落
成
、
大
領
主
の
葬
儀
と
即
位
式
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
と
も
に
、
軍
事
活
動
も
含
め
う
る
。

　
こ
れ
ら
の
貢
納
の
う
ち
、
斑
、
域
に
お
い
て
は
、
食
料
資
源
は
貢
納
品
目
と
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
観
、
軌
に
お
い
て
は
、
装
飾
の
ほ
ど

こ
さ
れ
た
高
価
な
マ
ン
ト
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
奢
修
財
が
徴
発
さ
れ
て
い
た
。
％
、
％
、
秘
に
お
い
て
は
、
食
料
資
源
も
徴
発
の
対
象
と
な
っ

て
い
た
が
、
そ
の
量
的
配
分
に
つ
い
て
書
及
し
た
資
料
は
え
ら
れ
な
い
。
と
も
か
く
、
貢
納
表
億
、
被
征
服
地
か
ち
貢
納
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
ズ

メ
ヒ
コ
に
集
荷
さ
れ
た
食
料
資
源
の
大
部
分
を
記
載
し
た
記
録
と
考
え
う
る
で
あ
ろ
う
。

①
O
。
纂
仙
ω
・
寓
。
簑
貫
6
嘆
零
恥
“
々
N
§
§
3
鑓
⑩
惹
。
ρ
ド
O
鐸
℃
℃
・
①
？
①
8

　
U
冨
N
鋤
巴
O
霧
け
慈
p
ミ
§
唖
ミ
さ
蔵
ミ
ミ
額
§
ミ
○
§
聴
“
帖
防
ミ
軽
き
§
ミ

肉
落
魯
鼻
竃
身
8
ρ
δ
課
肉
恒
．
ω
圃
。
。
、
ド
曾
o
N
α
o
O
ひ
日
霞
p
男
冒
O
§
禽
駐
ミ

　
§
ミ
ミ
q
P
国
げ
｝
δ
富
。
兵
員
。
＞
9
0
『
o
ω
国
ω
℃
蝕
。
ざ
ω
』
。
b
。
b
。
嚇
ヒ
巴
二
9
お
ホ
、

や
ω
参

②
本
稿
で
は
、
O
o
同
8
p
回
心
帥
①
斎
い
（
0
9
）
さ
壁
蝋
“
ミ
黛
§
§
§
§
勲
寓
0
惹
。
ρ

　
H
㊤
①
㊤
を
利
用
。

③
り
g
o
窪
窪
ρ
司
防
塁
9
ω
8
＞
．
噛
ミ
論
ミ
ミ
§
≧
ミ
ミ
肉
尽
§
a
翁
ミ
帖
馬
犠
特
ミ

畏
象
匙
ミ
鼠
§
○
§
騎
ミ
更
ミ
ミ
專
、
嚇
ミ
嵩
9
ミ
へ
動
…
罎
§
§
§
§
．
鍔
①
邑
。
ρ

　
嵩
圃
P
に
よ
っ
て
最
初
の
二
曲
茶
の
一
部
の
原
型
が
描
か
れ
て
い
る
。

④
　
本
稿
で
は
、
ピ
。
巳
囚
ぎ
σ
q
ω
げ
0
8
ロ
σ
q
劉
陣
起
覧
碍
ミ
§
糺
塁
§
ミ
“
註
8
噛
く
。
ド
ど

　
呂
①
邑
8
り
一
㊤
2
所
収
を
利
用
。

⑤
　
園
。
σ
⑦
詳
ゆ
o
p
U
L
§
ミ
q
§
鰍
§
§
§
試
黛
㌧
駐
ミ
驚
畑
恥
ミ
鳳
ぎ
肉
ミ
童
9
ミ

　
ミ
ミ
壽
置
。
鮮
累
9
く
鴻
葦
葺
層
お
㎝
P
娼
℃
．
鵡
為
『
。

⑥
ω
9
0
冨
。
・
層
男
『
碧
8
。
。
く
‘
団
》
号
ヨ
ω
層
形
＄
き
門
口
‘
（
巴
9
）
噂
学
さ
ミ
｝
贈
§
§
い

　
砺
＆
惹
ご
向
ミ
魯
ミ
＆
袋
鴨
N
8
量
§
＄
特
£
き
§
黛
§
“
§
§
ミ
層
ソ
頴
缶
o
ρ

　
δ
難
’

⑦
切
①
a
窪
層
劉
司
こ
、
．
｝
O
o
ヨ
刃
『
p
二
く
⑦
》
舜
ぞ
臥
ω
o
｛
》
N
叶
8
目
ユ
げ
鼻
。

　
O
o
2
露
。
暮
。
・
．
．
層
誉
“
a
§
賞
N
b
§
餐
題
。
冒
馬
馬
§
§
帖
§
ミ
§
這
ミ
ミ
篤
ミ
苧

　
ミ
舘
（
鑑
ひ
×
圃
O
O
冒
　
H
り
“
躯
）
嚇
蜜
①
甑
。
ρ
お
刈
9
＜
o
ド
b
。
噂
℃
や
お
賢
お
辱

⑧
目
竜
凶
費
〉
琶
3
・
。
創
p
、
．
涛
。
智
鼠
曾
ω
o
訂
。
言
。
9
5
三
ω
㌶
ム
。
ン
ま
覧
8
、
．
’

　
9
驚
§
q
嵩
§
b
§
§
恥
ミ
8
特
ミ
象
ぎ
窺
逃
ミ
ミ
魯
ミ
註
8
（
ρ
】
）
．
鎖
レ
冷

　
と
略
）
、
富
⑰
己
8
払
超
押
仲
．
N
℃
や
㎝
2
よ
ト
。
．

⑨
　
拙
稿
、
　
「
「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
の
成
立
過
程
－
土
着
史
料
に
よ
る
試
み
一
」
『
史
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林
』
五
八
巻
二
号
（
一
九
七
五
年
）
、
＝
一
一
七
－
七
八
頁
。

⑩
　
晶
削
掲
論
轟
又
、
　
一
瓢
ハ
四
百
ハ
。

⑪
　
ト
ラ
ト
ラ
ウ
ク
ィ
テ
ペ
ッ
ク
が
一
五
一
五
年
に
征
［
服
さ
れ
た
と
チ
マ
ル
パ
イ
ン

　
は
記
す
。
．
し
か
し
、
こ
の
主
脈
は
、
既
に
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
の
．
征
服
リ
ス
ト
に
言

　
及
さ
れ
て
い
る
。
再
征
服
か
チ
マ
ル
パ
イ
ン
の
誤
り
か
不
明
で
あ
る
。
O
げ
恥
ヨ
㊤
7

　
℃
μ
鉱
鄭
O
ロ
ρ
篇
ず
¢
魯
口
写
詫
量
器
層
劉
の
曾
｝
竃
‘
涛
乳
§
執
§
馬
い
ミ
爵
§
ミ
禽
§

　
9
ミ
8
さ
ミ
ミ
§
嵩
s
職
§
寓
自
門
8
「
．
お
Φ
q
噂
℃
●
さ
。
も
。
ω
‘

⑫
　
C
M
の
騰
。
嵩
。
峯
く
占
。
。
鳳
は
、
ア
ス
テ
カ
の
一
一
の
軍
寮
要
塞
へ
の
兵
員
徴
発

　
の
対
象
と
な
っ
た
一
一
の
町
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
N
撃
。
葺
ξ
こ
ぎ
閃
凸
b
．
窯
．
〈
即
P

　
．
、
い
騨
♀
σ
q
麟
艮
N
p
o
δ
昌
α
o
o
ロ
＄
σ
q
ロ
胃
巳
。
幽
。
器
ω
舘
汁
o
o
霧
”
ロ
昌
帥
コ
器
く
餌

　
日
盛
壱
器
言
。
ま
鯵
α
①
ざ
も
・
｛
o
一
一
〇
の
譜
5
一
Q
。
り
島
。
一
〇
＆
δ
窯
Φ
口
α
o
o
ぎ
。
．
”
℃

　
旨
恕
§
載
§
ミ
⇔
ミ
憩
賦
創
恥
恥
諏
ミ
ミ
鳶
§
N
韓
塁
爲
ミ
諺
）
．
け
」
短
く
團
（
戸
㊤
0
刈
）
讐

　
℃
℃
．
に
曽
①
ρ

⑬
こ
の
典
型
と
し
て
の
ア
カ
ト
ラ
ソ
の
例
が
、
一
五
八
○
年
の
地
誌
的
報
告
書
に

　
詳
し
く
の
べ
ら
．
れ
て
い
る
。
℃
霧
。
《
月
8
ロ
8
ω
P
国
・
・
、
愚
ミ
恥
恥
§
寒
ミ
§

　
寡
憶
騒
謙
3
置
ρ
住
ユ
9
お
9
噛
汁
，
㎝
響
や
や
＄
よ
O
「

⑭
　
メ
ヒ
コ
王
宮
の
食
料
の
大
部
分
は
．
、
賦
巷
ρ
巳
N
窪
p
ρ
爵
罠
．
．
（
市
揚
か
ら
の
食

　
料
）
で
あ
り
、
ト
ラ
テ
ロ
ル
コ
の
大
市
場
か
ら
徴
発
さ
れ
て
い
た
。
》
昌
畠
①
誘
§
・

　
｝
日
．
ρ
陣
6
げ
母
剛
①
ω
国
．
U
辞
げ
一
〇
層
（
巴
¶
ソ
範
ミ
§
“
舘
O
o
§
疑
h
O
§
ミ
ミ

　
起
玖
ミ
鴇
ミ
§
§
讐
駄
審
§
．
恕
鼠
§
σ
8
H
ハ
Q
。
”
ω
き
＄
局
⑦
層
目
㊤
課
矯
℃
■
。
。
メ

　
工
刀
、
テ
ス
コ
コ
の
王
宮
に
つ
い
て
、
イ
シ
ュ
ト
リ
ル
シ
ョ
チ
ト
ル
が
記
録
を
残

　
．
し
て
い
る
。
崔
O
凱
昌
ω
蜀
ρ
げ
お
σ
q
鈴
客
こ
．
、
里
O
ひ
＆
O
O
蜜
O
巳
O
O
言
O
唄
冨

　
国
o
o
口
。
日
冨
山
Φ
目
¢
口
o
o
げ
賦
畠
騨
昌
、
げ
口
置
ミ
防
ミ
§
慧
も
ミ
§
馬
買
物
ミ
ミ
Q
h
鼠
壽
㍗

　
δ
誉
ミ
鴫
8
防
、
〈
o
　
謀
く
H
り
総
＼
＄
）
‘
娼
や
ω
8
1
G
。
α
」

⑮
切
①
a
p
p
男
男
二
、
．
訂
。
発
注
剛
鑓
9
9
島
巴
葺
σ
暮
。
①
昌
①
＝
ヨ
℃
Φ
二
。

　
》
N
富
8
、
．
．
津
ミ
ミ
象
§
Ω
ミ
四
ミ
翻
心
ミ
ミ
鶏
く
9
，
這
（
一
㊤
刈
m
）
も
娼
℃
■
H
6
。
守
㊤
◎

⑯
o
D
o
げ
巳
霧
団
》
身
替
ω
噂
尽
亀
ミ
‘
く
巴
曾
虐
。
N
℃
留
男
‘
（
霞
シ
．
G
幾
§
6
ミ
ー

　
§
二
巴
。
辱
。
ミ
稲
」
壽
ミ
跨
§
6
畿
§
い
ミ
ミ
§
N
黛
N
遷
§
乱
象
§
、
g
恥
ミ
窒
鼠
安
凶
o
P

　
一
Φ
謡
’
や
①
餅

⑰
　
ト
ラ
テ
ロ
ル
コ
は
軍
事
活
動
に
さ
い
し
、
食
料
、
武
具
な
ど
を
徴
発
さ
れ
て
い

　
た
。
∪
謹
帥
P
国
同
．
U
δ
σ
q
ρ
襲
無
ミ
ミ
§
N
単
三
ミ
蕊
§
き
購
§
袋
肉
尽
騎
論
騎
馬

　
隠
執
塁
§
ミ
§
璽
§
鶉
§
§
鑑
曾
一
。
p
お
①
P
く
。
ド
N
℃
や
Q
。
窃
◎
。
層
爵
O
・

　
》
降
偶
①
門
ω
o
p
俸
∪
庁
諾
ρ
o
賢
職
妹
．
甲
や
①
ρ
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三
　
食
料
資
源
の
貢
納

　
一
六
世
紀
初
頭
の
メ
ソ
・
ア
メ
リ
カ
の
土
着
民
の
栄
養
摂
取
体
系
を
、
具
体
的
に
示
す
資
料
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
征
服
者
た
ち
に
よ

っ
て
記
述
さ
れ
た
、
　
「
帝
都
」
内
の
大
市
場
（
ト
ラ
テ
ロ
ル
コ
）
で
売
買
さ
れ
て
い
た
食
料
品
目
を
示
し
た
の
が
第
二
表
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
品
目
が
嵩
ど
の
よ
う
な
組
合
せ
で
、
摂
取
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ア
グ
ソ
た
ち
が
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
し
て
い
る
モ

テ
ク
ス
マ
心
心
の
正
餐
に
幽
さ
れ
た
数
十
皿
に
及
ぶ
豪
華
な
食
事
と
、
無
名
征
服
老
が
「
世
界
中
で
お
そ
ら
く
は
も
っ
と
も
つ
つ
ま
し
い
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

形
容
し
た
平
民
の
食
事
と
を
、
．
同
一
に
論
じ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。



「帝都」メヒコにおける食料調達の問題（小林）

第2表市場で取引された食品類

w　水産物

　魚（生，塩物，二一）

　エビ

貝類

　サンショウオ

藻類

w　肉類

　七面鳥・卵

野鳥（鳩鷲鴨etc）

去勢犬

鹿（生，漁製）

　兎（生，燵製）

　　　　　　　ねぜみ
　モグラ・イタチ・鼠

　・亀・蛇・イグアナ

　肉食獣

靱　その他

　昆虫・幼虫類

　蜜蜂・蜂蜜

　マゲイ汁（プルケ）

　自力オ

　石灰

x　調理品

　ア5一ル（粥）

　タマル

　トルティーリャ

煮物

　カカオ（飲料）

出典：ドゥラン及びサア

　　グン。　ゴチック

　　は，貢納表記載

1穀物類
　トウモロコシ

インゲン豆

チア

ウァウトり

ペピータ

（カボチャの種実）

1香辛類
　トウガラシ

　トマト

塩

皿　果物類

バンジロウ

バソレイシ

　パイナップル

　マメイ

サポーチ

　チャヨーテ

　アグァカーテ

梅・桃類

N　野菜類

　トウモPコシ穂

小トマト

サボテン

キビ類

野草類

V　根茎類

サツVイモ

　ヒカマ

　カボチャ

　
W
・
サ
ソ
ダ
ー
ス
は
、
征
服
前

の
栄
養
摂
取
体
系
に
つ
い
て
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

つ
の
モ
デ
ル
を
提
出
し
て
い
る
が
、

そ
の
資
料
と
し
て
は
、
現
在
の
農

村
部
の
農
民
の
食
事
に
つ
い
て
の

種
々
の
調
査
報
告
が
利
用
さ
れ
て

い
る
と
考
え
う
る
。
征
服
直
前
の

モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う

な
配
分
（
カ
ロ
リ
ー
）
と
な
っ
て
い

る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
ウ
ァ
ウ
ト

リ
ー
八
○
％
、
イ
ソ
ゲ
ソ
豆
－
一
〇
％
、
プ
ル
ケ
酒
－
四
％
、
植
物
－
四
％
、
動
物
一
二
％
。
こ
の
配
分
は
、
八
世
紀
以
前
の
も
の
と
し
て
提

出
さ
れ
た
モ
デ
ル
と
比
較
し
て
、
動
物
、
植
物
に
依
存
し
て
い
た
カ
ロ
リ
ー
配
分
（
一
二
％
）
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
特
長
が
あ
る
。

そ
の
分
だ
け
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
い
う
基
本
穀
物
へ
の
依
存
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
征
服
前
に
お
い
て
は
、
全
カ
ロ

リ
ー
の
う
ち
、
九
〇
％
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
イ
ソ
ゲ
ソ
豆
と
い
っ
た
穀
物
類
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
以
下
の
論
考
に
お
い
て
は
、
貢
納
表
に
み
ら
れ
る
貢
納
食
料
資
源
を
、
穀
物
類
と
百
穀
鳥
類
に
わ
け
て
論
じ
た
い
。

　
　
　
一
　
穀
物
類
以
外
の
貢
納
食
料
資
源

　
（
　
貢
納
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
食
料
品
の
な
か
に
は
、
い
わ
ゆ
る
生
鮮
食
料
品
は
、
一
際
な
い
。
し
か
し
、
生
鮮
食
料
品
が
、
貢
納
の
対
象
か
ら
、

ま
っ
た
く
除
外
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
『
情
報
b
に
お
い
て
、
「
食
料
品
と
労
働
奉
仕
ト
あ
る
い
は
「
こ
ま
ご
ま
と
し
た
物
と
労
働
奉
仕
」
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③

と
．
い
う
項
で
、
貢
納
表
に
示
さ
れ
る
貢
納
体
制
と
は
異
っ
た
貢
納
、
、
前
述
し
た
ω
鶏
鼠
9
0
0
0
江
巳
ρ
8
に
属
す
る
貢
納
の
記
載
が
あ
る
。
・
そ
の
，
　

な
か
に
、
ト
マ
ト
、
果
物
A
食
事
、
七
面
鳥
が
言
及
渇
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
貢
納
は
、
各
貢
納
地
区
の
主
邑
な
ど
に
納
め
ら
れ
た
、

も
の
で
、
派
遣
さ
れ
た
収
税
官
な
ど
の
役
人
官
職
の
食
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
で
、
　
「
帝
都
」
ま
で
搬
入
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
ま
た
、
ド
ゥ
ラ
ソ
は
、
貢
納
と
し
て
「
帝
都
」
に
搬
入
さ
れ
た
品
目
を
詳
述
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
魚
貝
類
、
肉
類
、
果
実
類

は
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
野
菜
類
の
記
載
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
征
服
者
が
描
写
し
て
い
る
よ
う
に
A
大
量
の
生
鮮
食
料
品
が
、
「
帝
都
」

南
郊
の
チ
ナ
ソ
バ
耕
作
地
帯
か
ら
カ
ヌ
ー
に
よ
っ
て
、
日
々
、
搬
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
保
存

の
き
か
な
い
生
鮮
食
料
品
は
、
貢
納
シ
ス
テ
ム
と
い
う
よ
り
、
市
場
シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
、
　
「
帝
都
ト
に
集
荷
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　
さ
て
、
貢
納
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
穀
物
以
外
の
食
料
品
は
、
、
六
種
類
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
三
種
類
は
、
カ
ロ
リ
ー
面
に
お
い
て
の
寄
与

率
は
少
な
い
が
、
土
着
民
の
食
物
複
合
の
な
か
で
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
江
ト
ウ
ガ
ラ
シ
（
乾
燥
）
、
食
塩
、
・

お
よ
び
石
灰
で
あ
る
。

　
ト
ウ
ガ
ラ
シ
。
藍
嵩
は
、
C
M
H
に
よ
る
と
、
ワ
ス
デ
カ
地
方
の
三
貢
納
地
区
か
ら
、
年
一
度
、
合
計
一
、
六
〇
〇
荷
が
貢
納
さ
れ
て
い
た
。

ト
ゥ
チ
六
ン
、
地
区
か
ら
入
○
○
荷
、
チ
ロ
ア
ッ
グ
、
オ
シ
テ
ィ
パ
ソ
両
地
区
か
ら
四
〇
〇
荷
ず
つ
で
あ
る
。
ワ
ス
」
ア
カ
地
方
は
、
現
在
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

メ
キ
シ
コ
有
数
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
生
産
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
一
方
、
チ
ナ
ソ
バ
耕
作
地
帯
か
ら
は
、

生
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
が
、
市
場
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
「
帝
都
」
に
集
荷
さ
れ
て
い
た
。

　
ト
ウ
ガ
ラ
シ
と
と
も
に
・
味
気
な
い
食
事
に
刺
激
を
与
え
て
い
だ
の
が
食
塩
（
【
N
3
ε
で
あ
っ
た
。
C
M
H
に
よ
る
と
、
オ
ク
イ
ラ
ソ
地
区

か
ら
、
年
二
道
、
二
千
重
り
ず
つ
の
「
メ
ヒ
コ
の
領
主
た
ち
だ
け
が
食
し
た
白
く
て
目
の
細
い
」
食
塩
が
、
貢
納
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
食
塩
は
、

お
そ
ら
く
、
イ
乳
タ
パ
ソ
の
塩
泉
H
×
富
や
ρ
口
飯
①
㌶
ω
巴
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
塩
水
湖
化
し
た
テ
ス
コ
コ
湖
を
擁
す
メ
ヒ
コ
盆
地
で
は
へ
塩

は
＋
分
・
、
自
給
で
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
・
征
服
者
の
記
録
や
サ
ン
タ
●
ク
ル
ス
の
景
観
図
に
よ
・
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
殉
・
た
だ
・
拗
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「帝都」メヒコにおける食料調達の問題（小林）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

産
の
塩
は
レ
ン
ガ
色
で
良
質
で
な
か
っ
た
た
め
、
領
主
た
ち
は
、
種
々
の
方
法
で
、
良
質
の
塩
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。

　
そ
の
手
段
と
し
て
は
、
塩
、
と
く
に
メ
キ
シ
コ
湾
岸
産
の
海
塩
の
交
易
ル
ー
ト
上
の
市
場
を
掌
握
す
る
方
法
と
、
直
接
的
に
岩
塩
鉱
山
の
領

有
に
向
う
方
法
と
が
み
ら
れ
た
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
軍
事
行
動
を
と
も
な
っ
た
。
前
者
の
例
と
し
て
は
、
コ
ァ
イ
ス
ト
ラ
ワ
カ
の
征
服
、

早
老
の
例
と
し
て
は
、
ク
エ
チ
ト
ラ
ン
塩
山
を
め
ぐ
る
メ
ス
テ
ィ
ト
ラ
ソ
の
領
主
と
の
攻
防
や
、
イ
ス
タ
パ
塩
山
へ
の
防
衛
軍
隊
の
駐
留
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

う
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ヌ
ン
デ
ィ
サ
ー
バ
ル
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
塩
の
確
保
と
い
う
問
題
は
、
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
土
着
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
政
治
的
領
域
区
分
な
ど
に
お
い
て
、
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
石
灰
富
器
蓉
財
は
、
食
料
品
と
は
い
え
な
い
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粒
か
ち
ト
ル
テ
河
リ
ャ
を
調
製
す
る
過
程
に
不
可
欠
な
材
料
で
あ
っ
た
。

C
M
皿
に
よ
る
と
、
ア
ト
添
ニ
ル
コ
・
デ
・
ペ
ド
ラ
サ
地
区
か
ら
、
年
二
團
、
’
四
〇
〇
荷
ず
つ
、
テ
ペ
・
ア
カ
ク
地
区
か
ら
、
八
○
日
毎
に
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

千
荷
が
、
r
納
め
ら
れ
て
い
た
。
阪
一
般
に
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
一
㎏
を
調
製
す
る
た
め
に
は
隔
約
四
〇
9
の
石
灰
が
必
要
と
き
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
石
灰
一
荷
（
約
二
三
㎎
）
で
ご
五
荷
（
＝
一
．
五
フ
ァ
ネ
ガ
）
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ト
ル
テ
ィ
リ
㍗
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
計
算
と
な
る
。
C
M
亘

の
示
す
一
年
置
石
灰
貢
納
量
は
、
一
八
、
八
○
○
荷
で
あ
る
か
ら
、
四
七
万
荷
－
二
三
万
五
千
フ
ァ
ネ
ガ
（
四
七
～
五
九
ト
ロ
ー
へ
相
当
）
の
ト
ウ

モ
慣
コ
シ
を
調
製
で
き
る
量
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
石
灰
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
調
製
に
使
わ
れ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
。
建
築
用
の

漆
喰
を
作
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
大
で
あ
る
。

　
以
上
の
貢
納
品
と
は
異
な
り
、
そ
の
利
用
が
限
定
さ
れ
た
社
会
階
層
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
て
い
た
奢
修
品
と
し
て
、
次
の
三
種
類
の
食

料
品
が
貢
納
さ
れ
て
い
た
。
カ
カ
オ
、
蜂
蜜
、
お
よ
び
マ
ゲ
イ
汁
（
プ
ル
ヶ
酒
）
で
あ
る
。

　
カ
カ
オ
。
節
o
p
9
暮
財
は
、
メ
ソ
・
ア
メ
リ
カ
で
は
、
交
易
活
動
に
お
け
る
一
種
の
交
換
貨
幣
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
貢
納
表
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

カ
カ
オ
は
、
飲
料
用
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
C
M
H
に
よ
る
と
、
メ
キ
シ
コ
湾
岸
の
ト
チ
テ
ペ
ッ
ク
地
区
…
二
〇
〇
荷
、
ク
ァ
ウ
ト

チ
コ
地
区
一
二
〇
荷
、
ク
エ
ト
ラ
ス
ト
ラ
ソ
地
区
－
二
〇
〇
荷
の
カ
カ
オ
が
年
一
度
貢
納
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
反
し
て
、
太
平
洋
岸
の
シ
ウ

ア
ト
ラ
ソ
地
区
か
ら
は
、
「
赤
い
カ
カ
オ
」
×
o
。
三
。
p
。
9
轟
窪
八
○
荷
、
4
ソ
コ
ノ
ス
コ
地
区
か
ら
は
二
〇
〇
荷
が
、
そ
れ
ぞ
れ
年
二
回
貢
納
le5 （603）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
カ
カ
オ
の
実
の
成
育
条
件
の
差
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
カ
カ
オ
は
、
即
位
式
、
地
方
領
主
の
歓
迎
宴
や
、
種
々
の
年
祭
な
ど
の
ハ
レ
の
場
に
お
い
て
、
共
心
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
ま
た
王
宮

警
護
の
近
衛
兵
や
武
勲
を
あ
げ
た
戦
士
に
も
飲
用
が
許
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
　
一
方
、
戦
闘
直
前
の
兵
士
や
、
人
身
犠
牲
と
な
る
捕
虜
た
ち
に

も
、
カ
カ
オ
の
飲
用
が
許
さ
れ
る
例
も
あ
っ
た
。
　
そ
の
飲
用
に
際
し
て
は
、
特
別
の
容
器
富
。
o
導
暮
課
が
使
わ
れ
、
次
に
の
べ
る
蜂
蜜
や
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ニ
ラ
な
ど
種
々
の
香
料
を
混
ぜ
あ
わ
せ
て
い
た
。

　
蜂
蜜
の
奏
¢
げ
昌
①
o
爵
は
、
バ
ル
サ
ス
川
流
域
の
ト
ラ
チ
コ
、
テ
ペ
ク
ァ
ク
ィ
ル
コ
、
ト
ラ
コ
サ
ウ
テ
ィ
ト
ラ
ン
、
ク
ィ
ア
ウ
テ
オ
パ
ン
、

ヨ
ア
ル
テ
ペ
ッ
ク
の
五
地
区
か
ら
貢
納
さ
れ
て
い
た
。
C
M
H
に
よ
る
と
、
前
鑑
老
は
、
八
○
日
毎
に
二
百
つ
ぼ
ず
つ
、
後
三
老
は
、
年
に
二

回
、
百
つ
ぼ
ず
つ
の
蜂
蜜
を
貢
納
し
て
い
た
。

　
ア
ス
テ
カ
社
会
で
は
、
日
常
生
活
で
の
飲
酒
は
厳
禁
さ
れ
て
い
た
。
マ
ゲ
イ
日
①
蔦
（
龍
舌
蘭
の
一
種
）
の
汁
か
ら
醸
造
し
た
プ
ル
ケ
酒
o
o
慈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

や
、
そ
の
蒸
留
酒
昌
。
。
簿
財
は
、
神
の
飲
物
富
0
6
固
鎚
と
さ
れ
、
一
定
の
宗
教
儀
礼
を
除
け
ば
、
貴
族
た
り
と
も
飲
用
で
き
な
か
っ
た
。
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ゲ
イ
は
、
中
央
高
原
一
帯
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
オ
ト
ミ
系
の
諸
族
は
繊
維
採
取
に
限
っ
て
利
用
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
ア

シ
ョ
コ
パ
ン
、
ウ
ェ
イ
プ
チ
ト
ラ
の
二
地
区
か
ら
、
四
〇
〇
つ
ぼ
の
マ
ゲ
イ
汁
が
、
そ
れ
ぞ
れ
年
二
回
、
貢
納
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
三
種
の
食
料
品
は
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
消
費
の
場
し
か
有
し
て
い
ず
、
人
口
扶
養
力
と
結
び
つ
い
た
生
存
財
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属

す
る
も
の
で
は
な
い
。
統
制
さ
れ
た
体
系
に
よ
っ
て
再
分
配
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
奢
修
財
を
扱
う
こ
と
は
、
本
稿
の
直
接
の
目
的
を
は
ず
れ
る
。

「
帝
都
」
メ
ヒ
コ
に
お
け
る
都
市
社
会
の
構
成
の
実
態
、
と
り
わ
け
そ
の
成
層
化
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
も
、
そ
の
た
め
に
は
不
可
欠
な
作

業
と
い
え
る
。
以
上
の
問
題
は
他
の
機
会
に
論
じ
る
こ
と
に
し
て
、
次
に
穀
物
類
の
貢
納
に
つ
い
て
の
べ
よ
う
。

106 （604）

⇒
　
穀
物
貢
納
i
そ
の
量
一

（貢
納
さ
れ
て
い
た
穀
物
は
、

C
M
∬
、
　
『
情
報
』
に
よ
る
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
イ
ン
ゲ
ン
豆
、
チ
ア
、
ウ
ァ
ウ
ト
リ
の
四
種
で
あ
っ
た
。



、

「帝都」メヒコにおける食料調達の問題（小林）

一
方
、
M
T
で
は
、
木
製
穀
物
容
器
。
コ
①
N
8
ヨ
ゆ
菖
に
描
か
れ
た
穀
粒
の
う
ち
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
イ
ン
ゲ
ン
豆
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
る
も

の
の
、
細
粒
状
の
点
で
示
さ
れ
た
穀
物
が
何
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
　
チ
ア
。
ぼ
p
ウ
ロ
、
ウ
ァ
ウ
ト
リ
げ
轟
葺
認
と
も
、
ケ
シ
粒
の
よ
う

な
細
粒
で
あ
り
、
征
服
前
に
は
土
着
罠
が
食
用
に
供
し
て
い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
、
雇
主
穀
（
ト
ウ
モ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

コ
シ
、
イ
ソ
ゲ
ソ
豆
）
の
補
助
的
な
穀
物
で
し
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
穀
物
を
貢
納
し
て
い
た
の
は
、
ア
パ
ソ
地
区
を
含
め
る
と
二
一
の
貢
納
地
区
で
あ
る
。
各
地
区
の
貢
納
量
の
算
定
は
、
既
に
何
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

か
の
研
究
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
方
法
、
結
果
は
同
一
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
三
種
の
貢
納
記
録
を
ど
の
よ
う
に
利
用
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

解
読
す
る
か
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ベ
ル
ダ
ソ
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
既
発
の
研
究
に
は
、
三
種
の
貢
納
記
録
の
相
互
比
較
検
討
を

抜
き
に
し
て
、
い
ず
れ
か
の
記
録
の
み
か
ら
貢
納
量
を
導
き
出
す
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
今
、
貢
納
量
を
算
出
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
と
し
て
、
次

の
三
種
類
の
異
な
る
質
を
も
っ
た
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
④
…
絵
符
自
体
。
M
T
お
よ
び
C
M
H
。

　
＠
…
絵
符
の
注
釈
。
M
T
で
は
ナ
ワ
ト
ル
語
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
語
。
C
M
豆
で
は
ス
ペ
イ
ン
語
。

　
の
…
解
説
部
。
C
M
豆
の
解
説
部
お
よ
び
『
情
報
』
の
本
文
。

　
従
来
の
諸
研
究
は
、
㈲
、
0
9
を
依
拠
に
し
た
も
の
が
多
く
、
絵
符
自
体
に
着
目
し
た
研
究
は
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
注
釈
や
解
説
の
み
に

依
存
す
る
こ
と
が
危
険
で
あ
る
こ
と
は
、
C
M
の
最
終
頁
に
付
さ
れ
た
編
老
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
彼
は
「
出
航
十
日
前
に
絵
符

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
注
釈
を
土
着
民
に
依
頼
し
た
た
め
不
備
が
多
い
」
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
ま
た
、
　
『
情
報
』
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
た
ち
は
、
す
で
に
土
着

の
絵
文
書
の
書
式
と
は
疎
遠
と
な
っ
て
お
り
、
示
さ
れ
た
「
絵
図
」
の
読
む
順
序
を
ま
っ
た
く
ス
ペ
イ
ン
風
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
事
情
を
考
え
、
本
稿
で
は
絵
符
の
検
討
を
基
礎
に
貢
納
量
を
算
出
す
る
方
法
を
と
り
た
い
。

　
ま
ず
、
M
T
、
C
M
R
と
の
穀
物
容
器
の
絵
符
に
つ
い
て
み
よ
う
（
第
三
表
参
照
）
。
M
T
で
は
、
二
種
類
の
穀
物
容
器
の
絵
符
が
あ
る
。
　
ひ

と
つ
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
イ
ソ
ゲ
ソ
豆
の
絵
符
と
細
粒
と
が
描
か
れ
た
も
の
（
以
下
C
型
と
略
）
で
、
ト
ウ
モ
揖
コ
シ
だ
け
が
描
か
れ
た
も
の
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で満たされた木製穀物容器4つ」

が
二
例
の
み
あ
る
。

一
方
へ
C
M
丑
で

は
、
C
型
の
も
の

は
二
例
し
か
な
い
。

か
わ
っ
て
、
．
ト
ウ

モ
・
ロ
コ
シ
十
細
粒

．
の
絵
符
、
イ
ン
ゲ

ン
豆
＋
細
粒
の
絵

符
と
い
っ
た
も
の

が
多
く
あ
る
。
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
だ
け
、

イ
ン
ゲ
ン
豆
だ
け

と
い
う
絵
符
も
み

ら
れ
る
。
こ
れ
ら

穀
物
容
器
の
絵
符

の
種
類
で
な
く
、

そ
の
数
に
注
目
し

て
、
M
T
と
C
M

順
を
比
較
し
て
み

le8　（606）



「帝都」メヒコにおける食料調達の問題（小林）
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M……トウモロコシ，

F……イソゲソ豆

CH……チア
H……ウァウトリ

モ
戸
コ
シ
＋
細
粒

と
、
イ
ソ
ゲ
ソ
豆

型
絵
符
が
、

ト
ウ

て
は
、
M
T
の
C

者
一
二
地
区
の
う

ち
九
地
区
に
お
い

A「4種の穀物で満たされた木製穀物容器4つ」

Br4種の穀物で満たされた木製穀物容器6つ」
C「4種の穀物で満たされた木製穀物容器8つ，及びトウモロコシ
＊2地区が合算されている。　　　＊＊ファネガをトPt・一へに換算

＊＊＊『情報』の2つの系列によって，数値が異なる

致
し
て
い
る
。
前

穀
物
容
器
数
が

他
の
六
地
区
で
は
、

と
な
っ
て
い
る
。

い
て
、
M
T
と
C

M
I
の
穀
物
容
器

数
の
比
が
、
一
対

ち
一
二
地
区
に
お

る
一
八
地
区
の
う

両
者
に
共
通
す

な
特
長
が
み
ら
れ

る
。 る
と
、
次
の
よ
う

IQ9・　，（607）



＋
細
粒
の
二
組
に
分
け
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
一
方
、
後
者
六
地
区
の
う
ち
、
ア
ト
ト
ニ
ル
コ
・
エ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
、
ク
ァ

ウ
ァ
カ
ソ
、
オ
ク
イ
ラ
ソ
三
地
区
で
、
M
T
の
C
型
絵
符
二
つ
が
、
C
M
H
で
は
、
ト
ウ
モ
戸
コ
シ
＋
細
粒
と
イ
ソ
ゲ
ソ
豆
＋
細
粒
の
二
組
と

な
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
貢
納
表
の
原
本
か
ら
、
M
T
を
作
成
す
る
過
程
と
、
C
M
H
を
編
集
す
る
過
程
に
お
い
て
異
っ
た
方
針
が

と
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
M
T
で
C
型
の
絵
符
で
一
つ
示
さ
れ
た
も
の
が
、
C
M
皿
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
÷
細
粒
、

イ
ソ
ゲ
ソ
豆
＋
細
粒
と
い
う
二
組
の
絵
符
で
示
さ
れ
る
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。

　
M
T
と
C
M
豆
の
穀
物
容
器
数
が
一
致
す
る
六
地
区
に
お
い
て
は
、
C
M
豆
の
編
集
時
に
お
い
て
、
上
記
の
方
針
が
貫
ぬ
か
れ
な
か
っ
た
と

考
え
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
M
T
と
C
M
豆
の
穀
物
容
器
の
絵
符
の
種
類
も
数
も
ま
っ
た
く
同
一
な
唯
一
の
例
、
チ
ャ
ル
コ
地
区
の
事
例
を
検

討
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
、
う
ら
ず
け
う
る
。
C
M
H
の
注
釈
で
は
、
C
型
の
二
つ
の
絵
符
の
容
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
ト
ロ
ー
へ
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
み
の
二
つ
の
絵
符
の
容
蚤
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ト
ロ
ー
へ
と
な
っ
て
い
る
。
C
M
H
で
、
穀
物
容
器
の
容
量
が
四
ト
ロ
ー
へ
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
チ
ャ
ル
コ
地
区
の
C
型
の
二
つ
の
絵
符
だ
け
で
あ
る
。
一
地
区
に
、
異
な
る
容
量
の
穀
物
容
器
が
猫
か
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
不

自
然
で
あ
り
、
C
M
H
の
絵
符
注
釈
の
原
則
（
一
絵
符
1
1
ニ
ト
ロ
ー
へ
）
が
適
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
自
体
、
C
M
H
に
お
け
る
六
地
区
の
穀
物
容

器
絵
符
の
書
き
方
が
、
他
の
＝
一
地
区
に
お
け
る
方
針
と
異
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
え
る
。
C
M
豆
が
同
一
方
針
で
描
か
れ
た

と
す
る
な
ら
、
こ
れ
ら
六
地
区
の
穀
物
容
器
数
は
、
M
T
の
二
倍
と
な
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
C
M
H
の
絵
符
数
が
正
し
く
、
M

T
は
、
そ
の
半
分
の
絵
符
数
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
仮
定
は
、
C
M
皿
で
穀
物
容
器
数
が
奇
数
と
い
う
地
区
が
存
在
す
る
こ
と
で
成
立

し
に
く
い
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
推
論
は
、
完
全
な
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
M
T
の
穀
物
容
器
絵
符
に
も
と
づ
い
て
、
貢
納
量
を
箕
出
す
る
方
法
を
と

る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
あ
ら
た
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い
く
つ
か
の
間
題
が
生
じ
る
。

　
第
一
の
問
題
は
、
M
T
に
お
け
る
欠
落
地
区
の
穀
物
容
器
絵
符
の
数
を
ど
う
扱
う
か
で
あ
る
。
C
M
H
に
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
＋
細
粒
と
イ
ン

ゲ
ン
豆
＋
細
粒
の
二
絵
符
で
描
か
れ
て
い
る
ア
シ
ョ
コ
パ
ン
、
ア
ト
ト
ニ
ル
コ
・
デ
・
ペ
ド
ラ
サ
の
二
地
区
は
、
C
型
の
穀
物
容
器
一
つ
が
M
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「帝都」メヒコにおける食料調達の闘題（小林）

T
で
は
描
か
れ
て
い
た
と
仮
定
し
た
い
。
ま
た
『
情
報
』
に
の
み
言
及
の
あ
る
ア
パ
ソ
地
区
は
、
　
『
情
報
』
に
お
け
る
穀
物
貢
納
量
記
載
と
C

r
M
E
の
そ
れ
に
一
義
的
な
対
応
関
係
が
見
出
せ
な
い
。
そ
の
た
め
M
T
に
お
け
る
ア
パ
ン
地
区
の
穀
物
容
器
絵
符
数
を
確
定
で
き
な
い
が
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

応
一
つ
、
あ
る
い
は
二
つ
と
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
次
に
、
M
T
に
お
け
る
一
つ
の
穀
物
容
器
の
容
量
お
よ
び
、
各
穀
物
の
構
成
比
に
つ
い
て
も
問
題
が
あ
る
。
M
T
の
注
釈
に
は
、
容
量
に
つ

い
て
の
言
及
は
み
ら
れ
な
い
。
ボ
ラ
ー
と
ク
ッ
ク
は
、
C
M
豆
の
一
穀
物
容
器
容
量
が
ニ
ト
ロ
ー
へ
、
M
T
と
C
M
H
の
絵
符
比
が
一
対
二
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
M
T
の
そ
れ
は
四
ト
ロ
ー
へ
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
穀
物
構
成
に
つ
い
て
は
、
　
「
四
ト
μ
1
へ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
イ
ン
ゲ
ン
豆
、
チ
ア
、
ウ
ァ
ウ
ト
リ
そ
れ
ぞ
れ
一
ト
ロ
ー
へ
ず
つ
」
と
い
う
C
M
H
の
解
説
部
の
意
見
を
採
用
し
て
い
る
。

し
か
し
、
前
述
し
た
ご
と
く
、
チ
ア
、
ウ
ァ
ウ
ト
リ
は
あ
く
ま
で
補
助
的
穀
物
で
し
か
な
く
、
そ
れ
ら
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
イ
ソ
ゲ
ソ
豆
と
同

量
ず
つ
貢
納
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
　
「
四
つ
の
穀
物
で
満
た
さ
れ
た
四
ト
ロ
ー
へ
」
と
い
う
説
の
方
が
妥
当
と
思
え
る
。

も
し
、
M
T
の
穀
物
容
器
容
量
を
四
ト
ロ
ー
へ
と
す
る
な
ら
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
＋
細
粒
で
ニ
ト
ロ
ー
へ
、
イ
ン
ゲ
ン
豆
＋
細
粒
で
ニ
ト
ロ
ー
へ

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
こ
の
容
量
一
四
ト
ロ
ー
へ
と
い
う
推
論
と
も
結
び
つ
い
て
、
絵
符
に
示
さ
れ
た
穀
物
量
の
貢
納
回
数
が
問
題
と
な
る
。
C
M
狂
や
『
情
報
』

に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
穀
物
類
は
、
年
に
一
度
貢
納
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
般
に
貢
納
忌
数
は
「
貢
納
品
の
性
質
、
そ
し
て
各
町
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ら
運
搬
に
要
す
る
距
離
を
」
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
穀
物
の
収
穫
度
数
か
ら
考
え
、
年
に
一
度
と
い
う
説
は
妥
当
と
も
い
え

る
。
し
か
し
、
ベ
ル
ダ
ソ
が
指
摘
し
た
、
貢
納
は
一
部
例
外
地
区
（
ソ
コ
ノ
ス
コ
地
区
）
を
除
き
、
八
○
日
間
隔
で
納
め
ら
れ
た
と
い
う
説
も
捨

　
　
　
㊧

て
が
た
い
。
す
な
わ
ち
、
C
M
H
な
ど
の
注
釈
に
あ
る
「
四
ト
ロ
…
へ
。
こ
れ
ら
は
一
年
に
貢
納
す
る
」
と
い
う
部
分
の
解
釈
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
可
能
性
を
想
定
し
う
る
。
M
T
の
一
つ
の
C
型
絵
符
の
容
量
は
、
あ
く
ま
で
絵
符
の
示
す
ま
ま
の
一
ト
ロ
ー
へ
で
あ
り
、
八
○
日
毎
の

貢
納
と
す
る
な
ら
、
一
年
忌
四
・
五
ト
ロ
ー
へ
と
い
う
勘
定
に
な
る
。
太
陽
麟
と
は
適
合
し
に
く
い
年
四
・
五
回
の
貢
納
が
、
実
感
と
し
て
は

年
四
回
の
貢
納
と
意
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
生
じ
る
。
と
す
る
と
、
C
M
豆
の
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
イ
ソ
ゲ
ソ
豆
、
チ
ア
、
ウ
ァ
ウ
ト
リ
の
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入
っ
た
四
ト
ロ
ー
へ
を
一
年
に
一
度
納
入
」
と
い
う
注
は
、
r
前
述
の
仮
定
の
よ
う
な
実
態
を
示
し
て
い
る
と
も
考
え
う
る
。

　
以
上
の
問
題
に
対
す
る
筆
者
の
態
度
は
明
確
で
は
な
い
。
想
定
し
う
る
い
く
つ
か
の
説
の
ひ
と
つ
の
み
を
採
用
し
う
る
だ
け
の
材
料
を
も
っ

て
は
い
な
い
。
が
、
以
後
の
議
論
を
進
め
る
た
め
、
と
り
あ
え
ず
、
年
闘
穀
物
貢
納
量
と
し
て
第
三
表
の
ご
と
く
、
A
案
（
一
ト
ロ
ー
へ
x
四
・

五
）
と
B
案
（
四
ト
ロ
ー
へ
）
の
二
つ
を
提
出
し
た
。
こ
の
数
値
は
い
ず
れ
も
、
従
来
の
研
究
者
た
ち
の
算
出
し
た
数
値
を
か
な
り
上
回
る
。
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旬
　
穀
物
貢
納
地
区
の
分
布

　
（
　
穀
物
類
を
貢
納
し
た
地
区
の
分
布
は
、
第
二
図
の
よ
う
に
な
る
。
オ
ア
バ
カ
谷
の
コ
ヨ
ラ
バ
ソ
地
区
は
、
　
メ
ヒ
コ
か
ら
八
ニ
レ
グ
ア
（
約
四

五
〇
㎞
）
も
隔
っ
て
い
る
。
こ
の
地
区
を
除
け
ば
、
す
べ
て
の
穀
物
貢
納
地
区
の
主
邑
は
、
メ
ヒ
コ
か
ら
一
五
〇
㎞
以
内
の
圏
内
に
あ
る
。
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
、
中
央
高
原
と
そ
の
縁
辺
部
に
位
置
し
、
熱
帯
低
地
地
方
か
ら
の
穀
物
貢
納
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
熱
帯
低
地
地
方
か
ら
穀
物

貢
納
が
な
か
っ
た
理
由
は
、
そ
れ
ら
の
地
方
の
穀
物
生
産
余
剰
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
ワ
ス
テ
カ
地
方
や
ト
ト
ナ
吻
地
方
で
は
、
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

二
～
三
回
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
．
メ
ヒ
コ
盆
地
一
帯
が
凶
作
・
凱
饅
と
な
っ
た
時
、
こ
れ
ら
の
地
方
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

大
量
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
搬
入
さ
れ
た
り
辻
三
ヒ
コ
盆
地
の
住
民
が
逆
に
移
住
植
民
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
、
ア
ス
テ
カ
「
帝
倒
」
．
、
内

の
豊
か
な
穀
倉
地
帯
と
も
な
り
え
た
地
方
か
ら
、
穀
物
類
の
貢
納
が
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
そ
れ
は
、
前
述
し
た
ソ
リ
タ
の
言
が
示
す
よ
う
に
、
穀
物
と
い
う
貢
納
品
の
も
つ
重
荷
性
と
、
・
そ
れ
を
運
搬
す
る
距
離
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
説

明
し
う
る
。
ス
ペ
イ
ン
人
と
の
接
触
時
に
お
け
る
種
々
の
物
価
に
つ
い
て
は
『
情
報
』
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
担
荷
夫
、
一
入
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
量
腿
一
荷
（
約
二
三
㎏
）
あ
た
り
の
価
値
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
＼

　
　
r
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
チ
ア
…
…
○
・
二
五
レ
ア
ル

　
　
イ
ン
ゲ
ン
豆
・
ウ
ァ
ウ
ト
リ
…
…
○
・
五
レ
ア
ル

　
　
木
綿
製
無
地
マ
ン
ト
（
二
〇
枚
）
…
…
一
六
〇
レ
ア
ル
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第．2図　食料資源の貢納（番号は第3表に対応）
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カ
カ
オ
（
二
四
、
○
○
○
粒
）
…
…
一
六
、
○
○
○
レ
ア
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
般
に
、
メ
ソ
・
ア
メ
リ
カ
で
の
交
易
活
動
に
お
い
て
重
量
を
規
準
と
し
た
交
換
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

な
ど
の
穀
物
類
の
重
荷
性
は
、
そ
の
輸
送
手
段
を
考
え
る
と
一
層
、
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
内
陸
部
に
お
け
る
輸
送
手
段
は
、
湖
床
を
擁
す
る

メ
ヒ
コ
盆
地
に
お
け
る
カ
ヌ
ー
輸
送
を
除
き
、
す
べ
て
は
担
荷
夫
¢
p
ヨ
①
ヨ
①
の
背
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
ラ
ク
ビ
ヘ
ロ
に
よ
る
と
、
担
己
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

一
人
の
負
担
量
（
一
荷
）
は
、
約
二
三
㎎
、
一
日
走
行
距
離
五
レ
グ
ア
（
約
二
八
㎞
）
が
基
準
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
一
荷
分
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
○
・
五
フ
ァ
ネ
ガ
は
、
お
よ
そ
、
成
人
一
人
の
約
四
〇
日
分
の
消
費
量
に
相
当
す
る
。
　
「
帝
都
」
向
け

の
貢
納
品
の
担
荷
夫
の
食
料
は
通
過
、
宿
泊
す
る
町
々
か
ら
微
発
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
当
該
地
区
の
主
点
か
ら
メ
ヒ
コ
ま

で
の
行
程
で
徴
発
さ
れ
る
食
料
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
換
算
）
の
累
積
、
（
鞭
）
は
、
次
式
で
示
さ
れ
る
。

・
（
・
￥
艶
・
…
葉
穀
物
貢
塑
異
・
…
日
数
（
片
道
）

　
ま
た
、
権
力
に
よ
る
食
料
徴
発
が
み
ら
れ
な
い
、
市
揚
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
穀
物
輸
送
を
想
定
し
た
場
合
、
当
該
地
区
が
担
荷
夫
の
た
め
準

備
せ
ね
ば
な
ら
な
い
超
過
負
担
量
恥
（
疑
）
は
、
次
式
で
示
し
う
る
。

　
　
　
　
　
這
k

曳
遠
）
匪

　
　
　
　
卜
O
O
i
逡

　
穀
物
貢
納
地
区
の
う
ち
、
他
地
区
と
は
極
だ
っ
て
遠
距
離
に
あ
っ
た
コ
ヨ
ラ
パ
ン
地
区
は
、
メ
ヒ
コ
か
ら
約
＝
ハ
日
行
程
で
あ
る
。
そ
の
場

合
の
徴
発
穀
物
董
累
積
は
、
基
本
穀
物
貢
納
量
の
実
に
四
分
の
三
に
達
す
る
。
こ
の
よ
う
な
負
担
が
生
じ
る
地
区
に
穀
物
貢
納
が
み
ら
れ
る
こ

と
は
、
ど
う
説
明
し
う
る
の
か
。
バ
ー
ロ
…
ら
は
、
オ
ア
バ
カ
谷
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
柔
か
く
て
温
い
良
質
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

　
　
　
⑳

し
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
コ
ヨ
ラ
バ
ソ
地
区
に
計
上
さ
れ
た
穀
物
類
は
、
メ
ヒ
コ
で
は
な
く
、
オ
ア
バ
カ
の
軍
隊
駐
屯
地
（
要
塞
）
に
搬

入
さ
れ
て
い
た
と
推
定
し
た
い
。

　
従
来
、
各
要
塞
へ
の
食
料
、
燃
料
、
武
具
な
ど
の
調
達
と
い
っ
た
生
産
物
形
態
に
よ
る
周
辺
の
青
々
か
ら
の
貢
納
は
、
貢
納
表
に
は
含
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ア
バ
カ
要
塞
は
、
サ
ポ
テ
カ
、
ミ
ス
テ
カ
系
の
町
々
の
軍
事
的
制
圧
と
と
も
に
、
も
う
ひ
と
つ
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「帝都」メヒコにおける食料調達の問題（小林）

重
要
な
目
的
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
テ
ワ
ン
テ
ペ
ッ
ク
地
峡
部
を
経
て
、
グ
ァ
テ
マ
ラ
方
面
に
至
る
遠
隔
地
交
易
路
の
中
継
基
地
と
い
う

役
割
で
あ
る
。
グ
ァ
テ
マ
ラ
に
接
す
る
ソ
コ
ノ
ス
コ
地
方
は
、
貢
納
地
区
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
の
主
邑
ソ
コ
ノ
ス
コ
に
は
要
塞
も
設
置
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
ソ
コ
ノ
ス
コ
地
区
と
コ
ヨ
ラ
バ
ソ
地
区
の
間
は
、
約
一
二
〇
レ
グ
ア
（
約
三
週
間
）
も
あ
る
。
ア
ウ
ィ
ッ
ナ
ト
ル
王
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

モ
テ
ク
ス
マ
ニ
世
時
代
を
通
じ
て
軍
事
的
制
圧
を
試
み
た
も
の
の
、
通
過
地
の
町
々
か
ら
円
滑
に
食
料
を
徴
発
す
る
流
燈
は
確
立
し
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
間
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
必
要
な
食
料
を
両
端
の
要
塞
で
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
オ
ア
バ
カ
の
要
塞
に
は
、
そ
の
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
護
衛
す
る
軍
隊
も
駐
留
す
る
な
ど
、
之
の
要
塞
は
、
ア
ス
テ
カ
の
要
塞
の
な
か
で
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。
貢
納
表
に
み
ら

れ
る
コ
ヨ
ラ
パ
ン
地
区
の
貢
納
穀
物
類
は
、
こ
う
し
た
目
的
の
た
め
オ
ア
バ
カ
の
要
塞
に
搬
入
・
貯
臓
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。

　
さ
て
、
こ
の
コ
ヨ
ラ
バ
ソ
地
区
を
除
い
た
、
他
の
穀
物
貢
納
地
区
に
割
り
当
ら
れ
た
穀
物
貢
納
量
は
、
一
律
で
は
な
い
。
穀
物
容
器
一
つ
分

で
示
さ
れ
る
量
を
仮
に
標
準
量
と
す
る
な
ら
、
ト
ル
カ
地
区
は
そ
の
三
倍
、
チ
ャ
ル
コ
地
区
は
そ
の
四
倍
の
量
を
貢
納
し
て
い
た
。
ト
ル
カ
地

区
の
ト
ウ
モ
揖
コ
シ
は
硬
質
細
粒
で
長
期
保
存
が
き
く
こ
と
で
知
ら
れ
、
チ
ャ
ル
コ
地
区
は
チ
ナ
ン
パ
耕
作
地
帯
で
生
産
力
が
非
常
に
高
か
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
だ
け
で
、
地
区
毎
の
穀
物
貢
納
量
の
差
異
を
十
分
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
貢
納
品
を
含
め
た
全
貢
納
量
と
そ
の
価
値
、
な
ら
び
に
輸
送
距
離
・
輸
送
コ
ス
ト
を
も
考
慮
し
た
分
析
を
必
要
と
す
る
の

で
別
に
扱
い
た
い
。

　
さ
て
、
以
上
の
議
論
か
ら
、
　
「
帝
都
」
メ
ヒ
コ
に
搬
入
さ
れ
て
い
た
貢
納
穀
物
量
は
、
A
案
で
一
二
六
～
＝
二
〇
・
五
ト
ロ
ー
へ
、
B
案
で
、

＝
二
～
一
一
六
ト
ロ
ー
へ
と
い
う
一
応
の
結
果
が
導
び
き
出
し
う
る
。
こ
れ
ら
の
貢
納
穀
物
量
は
、
チ
ャ
プ
ル
テ
ペ
ッ
ク
に
至
る
堤
道
上
に

あ
っ
た
ペ
ト
ラ
カ
ル
コ
℃
①
包
p
。
9
）
8
0
と
い
う
食
料
品
備
蓄
の
た
め
の
王
室
（
帝
都
）
管
財
庫
に
貯
臓
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
コ
デ
ィ

セ
・
フ
ロ
レ
ソ
テ
ィ
ノ
に
は
そ
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
「
ペ
ト
ラ
カ
ル
コ
、
こ
こ
に
は
あ
ら
ゆ
る
食
料
品
が
貯
臓
さ
れ
て
い
た
。
乾
燥
ト
ゥ
モ
揖
コ
シ
は
木
製
穀
物
容
器
に
収
納
さ
れ
て
い
た
。
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そ
れ
は
、
二
千
〔
あ
る
単
位
〕
以
上
の
乾
燥
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
、
市
の
た
め
の
二
〇
年
玉
の
量
で
あ
っ
た
。
又
、
木
製
穀
物
容
器
に
は
、
乾
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燥
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ゲ
ン
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、
チ
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、
ウ
ァ
ウ
ト
リ
、
．
チ
フ
ソ
ツ
ォ
ツ
ォ
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、
「
そ
七
て
塩
、
粗
塩
、
さ
ウ
ガ
ラ
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、
ペ
ピ
ー
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大
粒
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ペ
ピ
ー
タ
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⑭

　
　
ど
も
収
納
さ
れ
て
い
た
。
（
傍
点
筆
者
）
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．
こ
れ
は
ナ
ワ
ト
ル
語
文
の
拙
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あ
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が
、
サ
ア
グ
ソ
の
残
し
た
同
所
の
ス
ペ
イ
ン
語
文
は
若
干
異
な
り
、
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点
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次
の
よ
う
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な
っ
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い
る
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共
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二
〇
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敗
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に
、
二
千
フ
ァ
ネ
ガ
も
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
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収
納
し
う
る
木
製
穀
物
容
器
・
：

…
。
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ナ
ワ
ト
ル
語
文
と
ス
ペ
イ
ン
演
芸
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
不
明
で
あ
る
。
も
し
前
者
を
採
る
な
ら
次
の
よ
う
な
ふ
貢
納
表
と
の
整
合

性
を
見
い
出
せ
る
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る
単
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製
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物
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あ
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な
ら
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千
ト
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二
〇
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A
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一
．
華
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百
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。
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燈
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あ
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℃
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緯
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●

⑩
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情
報
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で
は
、
テ
ペ
ア
カ
ク
地
区
の
石
灰
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は
、
ピ
ノ
ー
ル
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説
さ
れ
．
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い
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ノ
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焙
っ
た
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ド
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と
し
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利
用
に
つ
い
て
の 1’P6　．（614）i



「帝都」メヒコにおける食料調達の問題（小林）
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馬
　
ミ
疑
似
9
竃
①
－

　
X
一
〇
P
　
同
Φ
“
H
噛
や
噛
b
⊃
ω
噺

㊧
　
成
人
一
人
の
年
間
穀
物
消
費
量
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
換
算
）
に
つ
い
て
は
諸
説

　
あ
る
。
本
稿
で
は
、
二
〇
〇
㎏
前
後
（
約
四
・
三
～
四
・
五
フ
ァ
ネ
ガ
）
を
試
算

　
値
と
し
た
。

⑳
．
切
曽
同
一
。
歪
男
・
糸
道
¢
漉
古
賢
①
門
σ
。
昌
・
、
、
8
7
。
旨
騨
一
N
百
司
ヨ
賃
げ
。
。
｛
．
露
。
3
。
』

　
娘
ロ
ヨ
欝
、
ω
図
密
℃
岸
①
讐
”
吻
凪
嵩
嵩
a
鳶
防
魚
鳳
轟
鴨
ミ
騎
角
9
い
篤
b
箒
ミ
斜
謡
詩
学
、
　
O
自
や
織
ミ
y
＜
O
一
’

　
ω
O
　
（
日
㊤
心
9
◎
）
嘲
℃
℃
9
心
ド
ω
ー
ト
ユ
ビ

⑳
§
縞

⑫
u
重
要
§
ミ
こ
℃
ワ
。
。
。
。
。
。
－
ω
P
島
？
ω
ド

⑭
　
テ
オ
テ
ィ
ト
ラ
ソ
・
デ
ル
・
カ
ミ
ー
ノ
地
区
は
こ
の
葛
綱
が
確
立
し
て
い
た
地

．
方
．
と
し
て
有
名
。

（
㈹
）
　
哨
一
〇
呪
㊦
コ
銘
二
〇
〇
〇
α
O
き
O
特
’
O
魯
．
層
や
噛
鼻
．
r

⑯
　
ω
ρ
7
p
α
q
昏
ど
駆
》
駄
野
℃
，
幽
⑦
圃
．
こ
の
説
は
『
肱
駒
報
』
に
、
ぺ
ト
ラ
カ
ル
コ
の
木

　
製
穀
物
容
器
の
容
量
が
、
穴
露
な
い
し
ば
四
千
百
フ
ァ
ネ
ガ
と
の
べ
ら
れ
て
い
る

　
　
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
ω
o
プ
。
δ
。
・
図
｝
α
餌
ヨ
ρ
o
》
ミ
‘
℃
喝
。
魅
讐
①
メ
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四
　
メ
ヒ
コ
の
食
料
資
源
調
達

　
貢
納
表
に
計
上
さ
れ
た
食
料
資
源
、
と
り
わ
け
穀
物
類
の
貢
納
が
、
　
「
帝
都
」
メ
ヒ
コ
の
人
口
扶
養
と
い
う
面
で
、
　
「
帝
都
」
の
都
市
経
済

基
盤
と
し
て
有
し
て
い
た
意
味
・
役
割
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
次
の
三
点
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
　
「
帝
都
」
の
人
口

規
模
、
第
二
に
貢
納
穀
物
類
な
ど
食
料
資
源
の
再
分
配
シ
ス
テ
ム
、
最
後
に
、
貢
納
シ
ス
テ
ム
以
外
の
食
料
資
源
調
達
シ
ス
テ
ム
な
ど
と
の
関

係
で
あ
る
。
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↓
　
メ
ヒ
コ
の
人
口
規
模

　
（
　
ス
ペ
イ
ン
人
到
来
時
の
メ
ヒ
コ
の
人
口
規
模
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
数
多
く
の
推
定
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
方
法
は
、
大
別
す
れ
ば
次
の
三
つ

で
あ
る
。

　
　
④
…
…
征
服
老
・
年
代
記
作
者
の
報
告
を
利
用
。

　
　
㈲
…
…
集
落
形
態
か
ら
の
推
測
。

　
　
0
9
…
…
食
料
貢
納
量
か
ら
の
推
測
。

　
メ
ヒ
コ
の
人
口
規
模
に
関
す
る
初
期
の
報
告
は
、
マ
ル
テ
ィ
ル
勺
Φ
脅
。
鼠
鋤
け
鷺
、
ス
ア
ソ
≧
○
霧
o
N
轟
。
。
o
、
無
名
征
服
者
に
よ
る
も
の

　
　
①

で
あ
る
。
こ
の
三
者
は
、
単
位
こ
そ
、
家
（
O
ρ
o
自
㊤
）
、
市
民
（
＜
①
。
ぎ
。
）
、
住
民
（
冨
び
冨
8
菖
と
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
六
万
と
い
う
数
値
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
数
値
が
、
征
服
者
の
観
察
、
被
征
服
者
側
か
ら
得
た
情
報
の
、
い
ず
れ
に
基
づ
い
た
か
不
明
で
あ
る
。
後
の
年
代
記
作
老
、
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ル
ケ
マ
ダ
は
一
二
万
戸
、
ク
ラ
ビ
ヘ
ロ
は
一
三
万
戸
と
も
し
て
い
る
が
、
両
者
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
年
代
記
は
、
六
万
戸
、
あ
る
い
は
六

万
人
と
い
う
数
値
を
示
す
。
従
来
の
研
究
の
多
く
は
、
一
戸
平
均
四
～
五
人
と
し
て
、
メ
ヒ
コ
．
の
人
口
規
模
を
三
十
万
人
前
後
と
算
出
し
て
い

④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
。
こ
の
数
値
は
、
＝
ハ
世
紀
初
頭
の
西
欧
都
市
の
そ
れ
を
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
単
に
六
万
人
に
過
ぎ
な
い
と
か
、
六
万
と
い
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⑥

う
数
値
自
体
、
で
た
ら
め
だ
と
い
う
意
見
が
、
昔
か
ら
出
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
記
録
に
依
拠
せ
ず
、
他
の
手
続
で
、
人
口
規
模
を
推
定
す
る
試
み
が
、
今
世
紀
初
頭
か
ら
試
み
ら
れ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
メ
ヒ

コ
の
集
落
・
耕
地
形
態
を
手
掛
り
に
人
口
規
模
を
算
出
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
た
め
の
資
料
は
、
メ
ヒ
コ
帯
の
一
部
を
描
い
た
と
い
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

有
名
な
「
マ
ゲ
イ
図
」
で
あ
る
。
こ
の
絵
図
に
は
、
あ
る
地
区
の
家
と
そ
れ
に
付
属
し
た
チ
ナ
ン
パ
耕
地
か
ら
な
る
屋
敷
地
が
、
四
〇
〇
あ
ま

り
あ
る
。
マ
ゲ
イ
図
に
あ
る
区
画
を
メ
ヒ
コ
の
都
市
域
の
一
部
に
比
定
し
、
全
都
市
域
の
人
口
を
逆
算
す
る
と
い
う
方
法
は
、
比
定
地
に
よ
っ

て
算
出
推
定
人
口
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
ト
ラ
テ
ロ
ル
コ
地
区
の
北
東
部
に
比
定
し
た
フ
ェ
ル
ナ
ソ
デ
ス
は
、
人
日
規
模
を
六
万
二
千
人
と
し
た
。
一
方
、
メ
ヒ
コ
市
北
西
部
の
ク
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ポ
パ
ソ
地
区
の
一
画
に
比
定
し
た
モ
ー
ズ
レ
イ
は
、
二
一
万
三
千
人
弱
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
比
定
を
し
た
サ
ソ
ダ
ー
ス
は
、
人
口
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

模
を
七
去
二
千
～
八
万
二
千
人
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
差
が
生
じ
る
の
は
、
メ
ヒ
コ
全
都
市
域
の
面
積
、
一
屋
敷
地
の
面
積
お
よ
び
人
口
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

つ
い
て
の
数
値
が
異
な
っ
て
い
る
の
も
一
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
方
法
論
的
誤
ち
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
内
在
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
メ
ヒ
コ
を
「
チ
ナ
ン
パ
型
都
市
」
と
考
え
、
マ
ゲ
イ
図
の
居
住
地
構
造
を
全
都
市
域
に
適
用
し
う
る
と
い
う
前
提
で
あ
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

仮
説
を
根
底
的
に
批
判
し
た
の
は
、
カ
ル
ネ
ッ
ク
で
あ
る
。
彼
は
、
マ
ゲ
イ
図
に
み
ら
れ
る
屠
住
地
構
造
は
、
都
市
域
の
外
縁
部
に
限
定
さ
れ
、

中
央
神
殿
区
に
近
い
地
帯
で
は
、
チ
ナ
ソ
バ
耕
作
地
が
付
属
す
る
屋
敷
地
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
チ
ナ
ン
パ
耕
地
の

付
属
す
る
屋
敷
地
に
お
い
て
も
、
そ
の
チ
ナ
ソ
バ
耕
地
面
積
は
平
均
○
・
〇
五
妬
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
か
ら
の
農
業
生
産
物
は
、
平
均
的
な
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

地
居
住
集
団
の
必
要
と
す
る
量
の
約
十
分
の
一
ほ
ど
で
し
か
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
、
強
調
さ
れ
た
メ
ヒ
コ
市
域
内
の
チ

ナ
ン
パ
耕
作
も
、
メ
ヒ
コ
市
の
人
口
扶
養
と
い
う
面
で
は
、
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
意
味
し
か
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
メ
ヒ
コ
市
域
に
お
け

る
チ
ナ
ン
パ
は
、
む
し
ろ
居
住
地
拡
大
を
目
的
と
し
た
土
地
造
成
技
術
と
し
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
お
、
カ
ル
ネ
ッ
ク
自
身
は
、
そ
の
手
続
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
人
口
規
模
を
一
五
～
二
十
万
と
推
定
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
メ
ヒ
コ
市
域
内
の
チ
ナ
γ
パ
耕
作
地
が
、
人
口
扶
養
能
力
を
欠
く
と
す
れ
ば
、
市
域
外
か
ち
搬
入
さ
れ
る
食
料
資
源
の
量
か
ら
、
あ
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る
程
度
、
人
口
規
模
を
舞
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
方
法
を
採
用
し
た
の
は
、
ク
ヅ
ク
と
シ
ン
プ
ソ
ン
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
貢
納
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
．

の
貢
納
穀
物
量
を
、
成
人
の
年
間
穀
物
消
費
量
で
除
し
、
三
六
万
と
い
う
数
値
を
出
し
て
い
る
。
彼
ら
の
計
箕
で
は
、
穀
物
容
器
の
量
が
実
際

よ
り
三
倍
近
く
過
大
な
六
〇
〇
ト
ン
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
全
穀
物
容
器
数
（
ト
ロ
ー
へ
数
）
も
、
ク
ッ
ク
が
後
に
提
起
し
た
数
よ
り
少
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ク
ッ
ク
自
身
は
、
こ
の
二
つ
の
誤
り
を
後
に
訂
正
し
た
が
、
そ
の
数
値
で
計
箕
し
な
お
す
と
、
一
五
万
と
い
う
人
口
規
模
と
な
る
。
こ
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

で
は
、
成
人
の
年
間
穀
物
消
費
量
の
推
定
値
に
よ
っ
て
、
算
出
さ
れ
る
人
口
規
模
が
左
右
さ
れ
る
と
い
う
不
確
定
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

方
法
の
最
大
の
欠
陥
は
、
食
料
資
源
調
達
の
諸
シ
ス
テ
ム
、
貢
納
穀
物
類
の
再
分
配
シ
ス
テ
ム
を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
メ
ヒ
コ
の
人
口
規
模
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
方
法
に
よ
る
推
定
値
し
か
な
い
。
鞍
置
自
身
、
ど
れ
を
採
用
す
る
か
と
い
う

判
断
は
下
し
か
ね
る
が
、
一
応
、
最
小
で
十
五
万
人
、
最
大
で
三
十
万
人
と
い
う
範
囲
に
収
ま
る
も
の
乏
考
え
る
。
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⇒
　
食
料
資
源
の
調
達
…
再
分
配
シ
ス
テ
ム

　
（
　
貢
納
表
に
計
上
さ
れ
、
メ
ヒ
コ
に
搬
入
さ
れ
た
穀
物
類
の
量
は
、
一
ト
ロ
ー
へ
で
約
千
人
の
人
口
を
扶
養
し
う
る
と
し
て
、
お
お
よ
そ
、
十

二
万
～
十
四
万
人
を
扶
養
し
う
る
量
で
あ
る
。
こ
の
膨
大
な
量
の
貢
納
穀
物
類
が
、
ど
の
よ
う
に
再
分
配
さ
れ
た
か
を
知
る
手
掛
り
は
少
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ペ
ト
ラ
カ
ル
コ
に
貯
臓
さ
れ
た
食
料
が
、
水
害
、
旱
害
に
よ
る
不
作
、
盛
土
時
に
放
出
さ
れ
た
と
い
う
記
録
は
み
ら
れ
る
が
、
添
筆
配
分
つ
い

て
は
言
及
が
な
い
。
　
「
帝
都
」
の
財
政
機
構
、
と
り
わ
け
歳
出
に
関
す
る
研
究
は
、
進
展
し
て
お
ら
ず
、
貢
納
表
に
計
上
さ
れ
た
諸
種
の
貢
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

品
は
、
　
「
帝
国
」
の
統
治
・
行
政
部
門
に
充
て
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
F
・
カ
ッ
ツ
は
、
貢
納
の
再
分
配

先
を
分
類
し
て
、
十
の
配
分
先
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
う
ち
ど
の
部
門
が
、
貢
納
表
に
示
さ
れ
た
貢
納
体
制
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
た
か
を
明
示
し
て
は
い
な
い
。

　
確
か
に
土
地
鯛
取
の
諸
様
式
を
示
す
言
葉
を
手
掛
り
に
、
再
分
配
シ
ス
テ
ム
と
調
達
シ
ス
テ
ム
の
関
係
を
あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
た
と
え
ば
、
カ
ッ
ツ
の
あ
げ
て
い
る
戦
争
経
費
は
ミ
ル
チ
マ
リ
巨
ざ
ぼ
ヨ
巴
嬬
、
カ
願
主
ミ
リ
。
p
o
巴
○
白
一
毎
と
呼
ば
れ
た
土
地
か
ら
、
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領
主
一
族
や
王
宮
の
維
持
費
は
、
　
ト
ラ
ト
カ
ト
ラ
リ
二
八
o
o
曽
波
巴
ζ
や
テ
ク
パ
ン
ト
ラ
リ
富
。
℃
p
馨
ド
濠
と
い
っ
た
土
地
か
ら
捻
禺
さ
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
う
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
土
地
は
、
カ
ル
プ
ラ
リ
。
巴
℃
巳
芭
自
と
い
う
村
落
共
同
体
の
土
地
と
は
ま
っ
た
く
別
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
土
地
占
取
様
式
に
属
す
る
も
の
と
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
貢
納
表
に
計
上
さ
れ
た
穀
物
類
を
含
め
た
食
料
資
源
は
、
あ
く
ま
で
も

被
支
配
地
域
の
各
黒
々
が
有
し
て
い
た
カ
ル
プ
ラ
リ
で
生
産
さ
れ
た
も
の
の
余
剰
に
重
な
ら
な
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
こ
の
カ
ル
プ
ラ
リ

と
は
異
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
土
地
の
所
有
権
は
、
村
落
共
同
体
を
越
え
た
「
函
家
的
所
有
下
の
土
地
」
と
い
う
こ
と
で
、
　
ト
ラ
ト
カ
ヨ
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

翼
翼
O
o
身
。
菖
（
領
主
で
あ
る
こ
と
暫
「
国
家
」
）
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
耕
地
は
、
　
一
定
の
面
積
を
有
し
た
耕
地
区
画
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
て
、
支
配
地
域
に
散
在
的
に
配
分
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
耕
地
区
画
は
、
植
民
地
時
代
初
期
に
旧
領
主
の
子
孫
が
提
出
し
た

文
書
で
し
ば
し
ば
、
エ
ス
タ
ン
シ
ア
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
土
地
か
ら
、
領
主
あ
る
い
は
貴
族
・
神
官
な
ど
の
支
配
階
層
の
一
部
に
納

め
ら
れ
る
食
料
資
源
の
調
達
回
路
を
本
稿
で
は
、
　
エ
ス
タ
ン
シ
ア
・
シ
ス
テ
ム
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

「
帝
国
」
の
諸
貢
納
体
制
の
一
部
を
形
成
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
の
べ
て
き
た
貢
納
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
は
、

貢
納
表
に
体
現
さ
れ
る
食
料
資
源
調
達
の
シ
ス
テ
ム
の
謂
に
外
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
よ
っ
て
、
　
「
帝
都
偏
メ
ヒ
コ
の
食
料
資
源
調
達
は
、
主
と
し
て
次
の
三
種
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
た
と

　
　
　
　
㊧

推
測
し
う
る
。

　
　
　
　
メ
ル
カ
　
ド

　
④
…
…
市
場
シ
ス
テ
ム
、
㈲
…
…
貢
納
シ
ス
テ
ム
、
の
…
…
エ
ス
タ
ソ
シ
ア
・
シ
ス
テ
ム
。

　
し
か
し
、
こ
の
三
つ
の
食
料
調
達
シ
ス
テ
ム
の
実
態
に
つ
い
て
は
十
分
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
市
場
シ
ス
テ
ム
に
乗
っ

た
食
料
資
源
の
余
剰
は
、
ど
の
よ
う
な
占
取
形
態
に
あ
っ
た
土
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ま
っ
た
く

不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
三
種
の
食
料
調
達
シ
ス
テ
ム
樵
互
の
関
連
も
十
分
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。
各
シ
ス
テ
ム
を
回
路
と
し
て
「
帝
都
」
に

集
荷
さ
れ
た
食
料
資
源
の
再
分
配
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
各
シ
ス
テ
ム
が
「
帝
都
」
メ
ヒ
コ
の
人
口
扶
，
養
と
い
う

面
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
の
比
率
で
貢
献
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
文
化
生
態
学
派
の
一
研
究
者
が
提
出
し
た
仮
説
的
モ
デ
ル
を
検
討
し
つ
つ
、
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論
じ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
三
　
」
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
モ
デ
ル
の
検
討

　
（
　
本
節
で
検
討
す
る
仮
説
的
モ
デ
ル
と
は
、
」
・

パ
…
ソ
ン
ズ
が
、
征
服
前
の
テ
ノ
チ
テ
ィ
ト
ラ
ソ

（
メ
ヒ
コ
）
の
食
料
資
源
調
達
に
お
け
る
チ
ナ
ソ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

耕
作
の
役
割
に
関
し
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

彼
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
継
続
し
て
い
る
「
メ

キ
シ
コ
谷
調
査
計
画
」
で
得
ら
れ
た
諸
デ
ー
タ
に

基
づ
き
、
チ
ャ
ル
コ
・
シ
ョ
チ
ミ
ル
コ
湖
床
域
の

チ
ナ
ソ
バ
耕
作
地
域
が
持
っ
て
い
た
食
料
資
源
の

余
剰
生
産
能
力
を
推
定
し
よ
う
と
し
た
。
彼
が
依

拠
し
た
デ
ー
タ
は
、
ω
…
湖
域
に
お
け
る
征
服
前

の
チ
ナ
ソ
バ
耕
作
地
の
面
撫
・
⑭
・
・
．
・
轟
§
ω
苧

H
〈
①
団
に
よ
る
領
域
の
集
落
と
人
口
規
模
推
定
、

の
…
チ
ナ
ソ
バ
耕
作
の
生
産
性
に
関
す
る
諸
デ
…

⑳タ
、
㊥
…
メ
ヒ
コ
の
人
口
規
模
、
搬
入
食
料
資
源

（
貢
納
に
よ
る
）
な
ど
に
関
す
る
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ

　
　
　
　
　
⑱

カ
ル
な
デ
ー
タ
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第4表　J．パーソンズの仮説モデル

域全

43，220／k

プエブPt　＊＊

39，000人

エスタンシア＊

4，220人

2，870　ha2，590　ha28e　ha

12，70e人（11，20e人）1，500人

9，500　ha（8，375　ha）1，125　ha

6，630　ha5，785　ha845　ha

19，890　t17，355　t2，535　t

総　　人　　m （A）

総人口扶養に要する耕地面積　（B）

（A）×1／15　ha／人

耕作者数 （c）

耕作地面積
（C）×0，75ha／人

（D）

余剰生産面積
（D）一（B）

（E）

余剰生産澱
（E）×3　tfha

2，535　t

12，675人

2，535　t

12，675人

るよにム
テ
量
ロ

ス
シ
　
人

・
入ア
　
養

シ
ソ
搬
扶

タス
エ
　
　
同

D

　800t

4、OOO人

　800　t

4，000人

　
量
口

るよ
　
　
人

に
入
ム
　
養

テ

ス
搬
扶

シ納貢
　
　
二

幅

16，555　t

82，775人

16，555　t

82，775人

3）　帯場システムによる

　　　搬　入　量
　同　扶養人口
＊　エスタンシアは，J．パーソンズではlanded　estate

＊＊　プエブロは，J，パーソンズではnuclear　center

　　ゴチック数字は基本データ

　　（）内数字は，J．パーソンズの算出していないもの
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「帝都」メヒコにおける食料調達の問題（小林）

　
第
四
表
は
、
彼
の
仮
説
モ
デ
ル
に
お
け
る
推
論
の
過
程
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
彼
の
グ
ル
ー
プ
の
お
こ
な
っ
た
、
チ
ャ
ル
コ
・
シ

ョ
チ
ミ
ル
コ
湖
床
域
（
約
二
〇
〇
㎡
）
の
ω
類
貯
8
ω
焉
く
①
望
に
も
と
づ
き
、
同
地
域
の
集
落
お
よ
び
人
口
規
模
を
推
定
し
た
。
彼
が
自
9
①
霞

。
。
¢
汁
①
同
と
命
名
し
た
ク
ル
ワ
カ
ン
、
ト
ラ
ワ
ッ
ク
、
ミ
ス
キ
ッ
ク
、
シ
ョ
チ
ミ
ル
コ
、
シ
コ
、
　
チ
ャ
ル
コ
は
、
湖
岸
お
よ
び
湖
中
の
島
に
立

地
し
、
人
口
規
模
は
、
ニ
チ
人
～
一
万
五
千
入
に
達
す
る
集
落
で
あ
る
。
こ
の
六
つ
の
セ
ン
タ
ー
の
人
口
総
計
は
、
三
万
九
千
人
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
集
落
と
は
別
に
、
湖
床
全
域
に
散
在
す
る
、
一
～
五
つ
の
マ
ウ
ン
ド
で
構
成
さ
れ
る
小
規
模
集
落
が
、
一
四
八
ケ
所
あ
っ
た
。
そ
の
九

割
強
は
、
人
口
五
〇
人
以
下
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
一
四
八
ケ
所
の
人
口
総
計
は
、
四
、
二
二
〇
人
と
な
る
。
彼
は
、
こ
の
後
者
の
集
落
を
、

・
…
α
§
・
汁
・
け
・
と
険
し
、
そ
の
居
薯
は
欝
欝
な
小
作
人
で
あ
・
た
と
等
し
⑱
・
彼
ら
の
葎
す
る
チ
ナ
ソ
バ
か
皇
産
さ
れ
た
余

剰
食
料
資
源
は
、
本
稿
で
い
う
エ
ス
タ
ソ
シ
ア
・
シ
ス
テ
ム
を
と
お
し
て
、
テ
ノ
チ
テ
ィ
ト
ラ
ン
に
搬
入
さ
れ
た
と
し
た
。

以
上
の
前
提
に
基
づ
き
、
彼
は
、
チ
ャ
ル
コ
・
シ
。
チ
ミ
ル
・
湖
床
域
か
ら
、
貢
タ
ン
シ
ア
・
シ
ス
テ
ム
で
「
帝
都
」
に
搬
入
さ
れ
る
食
料

資
源
の
量
を
ト
ゥ
モ
臣
コ
シ
に
換
算
し
て
、
二
、
五
三
五
ト
ソ
と
し
た
。
そ
の
際
、
一
耕
作
老
の
耕
作
可
能
面
積
を
○
・
七
五
㎞
、
チ
ナ
ン
パ

耕
些
蜜
あ
・
ウ
言
・
シ
収
穫
曇
下
ン
と
い
う
係
数
粛
い
偽
・
・
の
係
数
は
・
サ
ン
ダ
ー
ス
窺
在
の
チ
ナ
ン
パ
耕
作
に
関
す
る

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
臨
床
域
の
チ
ナ
ソ
バ
耕
作
地
総
面
積
九
、
五
〇
〇
㎞
か
ら
、
エ
ス
タ
ン
シ
ア
に
属
す
る
耕
地
面
積
を
除
い
た
八
、
三
七
五
㎞
の
耕
地

か
ら
生
産
し
う
る
余
剰
食
料
資
源
の
蚤
は
、
一
七
、
三
五
五
ト
ン
と
い
う
結
果
に
な
る
。
こ
の
余
剰
食
料
資
源
は
、
エ
ス
タ
ソ
シ
ア
．
シ
ス
テ

ム
で
は
な
く
、
貢
納
お
よ
び
市
場
シ
ス
テ
ム
を
回
路
と
し
て
メ
ヒ
コ
に
搬
入
さ
れ
た
。
J
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
貢
納
表
の
ペ
ト
ラ
カ
ル
コ
地
区

に
お
け
る
穀
物
貢
納
量
を
、
同
臥
床
域
か
ら
の
貢
納
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
貢
納
量
と
想
定
し
た
。
そ
の
穀
物
貢
納
量
八
○
○
ト
ソ
を
差
引
い
た
｝

六
、
五
五
五
ト
ン
を
、
市
場
シ
ス
テ
ム
を
回
路
に
し
て
メ
ヒ
コ
に
搬
入
さ
れ
た
食
料
資
源
の
最
大
値
と
、
J
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
見
な
し
て
い
る
。

彼
の
導
き
出
し
た
こ
の
数
値
は
、
約
八
万
人
を
扶
養
し
う
る
量
に
相
当
す
る
つ
す
な
わ
ち
、
貢
納
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
メ
ヒ
コ
へ
の
搬
入
穀
物
類

総
量
の
約
三
分
の
二
に
あ
た
る
貴
の
食
料
資
源
を
、
チ
ャ
ル
コ
・
シ
ョ
チ
ミ
ル
コ
湖
域
の
チ
ナ
ン
パ
耕
作
地
域
は
市
場
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
メ
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第3図メヒコ谷部南部
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ヒ
コ
に
も
た
ら
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
J
・
パ
ー
ソ
ン
ズ

は
、
カ
ル
ネ
ッ
ク
の
提
唱
し
た
メ

．
ピ
コ
の
人
口
規
模
、
一
五
～
二
〇

万
人
の
約
四
割
～
五
割
に
相
当
す

る
部
分
を
扶
養
し
う
る
食
料
資
源

が
、
チ
ャ
ル
コ
・
シ
ョ
チ
ミ
ル
コ

湖
領
域
の
チ
ナ
ン
パ
耕
作
地
域
か

ら
、
市
場
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ピ
コ
に
搬
入
さ
れ
た
と
想
定
し
た
。

こ
の
仮
説
は
、
従
来
の
通
説
、
メ

ヒ
コ
の
経
済
は
貢
納
体
制
に
よ
っ

て
維
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う
見
方

と
大
き
く
異
な
る
。

　
以
上
の
J
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
仮

説
的
モ
デ
ル
の
展
開
を
支
え
た
い

く
つ
か
の
仮
説
が
、
大
き
な
問
題

を
内
包
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
自

身
も
認
め
て
い
る
。
テ
ノ
チ
テ
ィ
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「帝都1メヒコにおける食料調達の問題（小林）

ト
ラ
ソ
の
人
口
、
チ
ナ
ン
パ
耕
作
地
の
総
面
積
、
チ
ナ
ン
パ
耕
作
の
生
産
性
、
チ
ナ
ソ
バ
耕
作
地
域
の
貢
納
穀
物
量
な
ど
の
諸
評
価
値
を
そ
う

し
た
も
の
と
し
て
彼
は
列
挙
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
最
後
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
、
～
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
推
定
が
誤
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
彼
が
、
チ
ャ
ル
コ
・
シ
ョ
チ
ミ
ル
コ
知
床
域
の
チ
ナ
ン
パ
耕
作
地
域
に
該
当
す
る
と
想
定
し
た
べ
ト
ラ
カ
ル
コ
地
区
に
含
ま
れ
る

二
三
の
町
の
う
ち
一
八
の
町
の
位
置
比
定
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
チ
ャ
ル
コ
・
シ
ョ
チ
ミ
ル
コ
満
床
域
に
比
定
で
き
る
も
の
は
六
つ

し
か
な
い
。
他
の
町
は
、
テ
ス
コ
コ
湖
西
岸
や
、
内
陵
部
に
比
定
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
チ
ャ
ル
コ
・
シ
ョ
チ
ミ
ル
コ
湖
面
域
の
貢
納
穀
物
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
、
一
定
程
度
割
引
い
て
考
え
る
必
要
が
で
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
れ
自
体
で
は
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
仮
説
の
結
論
部
の
妥
当
性
を
何
ら
弱
め
る

も
の
と
は
な
ら
な
い
。

　
彼
の
仮
説
的
モ
デ
ル
の
結
論
部
を
大
き
く
異
な
っ
た
も
の
に
し
う
る
要
因
は
、
む
し
ろ
彼
お
よ
び
彼
の
グ
ル
ー
プ
の
主
張
す
る
方
法
論
の
可

否
と
、
歴
史
資
料
解
釈
の
妥
当
性
に
求
め
う
る
だ
ろ
う
。
前
者
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ω
舞
貯
o
o
ω
霞
く
。
図
を
も
と
に
し
た
人
口
推
定
の
方
法

を
さ
す
。
そ
れ
は
、
各
時
代
の
遺
物
片
（
主
と
し
て
土
器
片
）
の
分
布
範
囲
と
分
布
密
度
を
二
変
数
と
し
て
、
人
口
規
模
を
算
出
す
る
方
法
で
あ

⑬る
。
こ
の
人
口
推
定
の
手
順
の
可
否
は
さ
て
お
き
、
こ
の
手
順
で
算
出
さ
れ
た
人
口
推
定
値
が
、
多
く
の
場
合
、
歴
史
資
料
か
ら
算
出
さ
れ
た

推
定
値
を
か
な
り
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
上
記
の
方
法
が
都
市
的
な
居
住
構
造
を
持
っ
て
い
た
集
落
に
お
い
て
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と

と
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
、
J
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
自
。
冨
霞
。
①
暮
霞
と
し
て
掲
げ
た
六
つ
の
町
の
人
口
総
計
は
、
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

推
定
値
の
約
二
倍
は
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
上
記
の
六
つ
の
町
以
外
に
も
、
や
や
人
口
規
模
の
レ
ベ
ル
は
下
る
が
、
人
口
千
人
前

後
の
集
村
的
集
落
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
大
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
チ
ャ
ル
コ
・
シ
ョ
チ
ミ
ル
コ
湖
床
域
の
チ
ナ
ソ
バ
耕
作
地
か
ら
生
産

し
う
る
余
剰
食
料
資
源
量
は
、
J
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
推
定
値
の
約
六
割
程
度
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
修
正
値
を
基
準
に
考
え
て
も
、
同
湖
床
域
か
ら
市
場
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
メ
ヒ
コ
に
搬
入
さ
れ
た
と
推
定
し
う
る
食
料
資
源
は
、
八
、

七
〇
〇
ト
ン
に
も
及
ぶ
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
J
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
考
え
た
よ
う
に
、
こ
の
量
が
す
べ
て
、
市
場
シ
ス
テ
ム
を
回
路
に
し
て
メ

ヒ
コ
に
搬
入
さ
れ
て
い
た
と
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
上
記
六
つ
の
都
市
に
居
住
す
る
領
主
へ
の
貢
納
、
あ
る
い
は
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彼
ら
が
抱
え
て
い
た
エ
ス
タ
ン
シ
ア
か
ら
の
上
納
と
い
う
部
分
を
、
一
定
程
度
、
差
引
く
べ
き
と
考
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
は
残
る
も
の
の
、
彼
の
仮
説
的
モ
デ
ル
の
指
摘
し
た
次
の
点
は
、
以
後
の
研
究
に
お
い
て
も
重
視
す
べ
き
も
の
と
な

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
チ
ャ
ル
コ
・
シ
ョ
チ
ミ
ル
コ
湖
床
域
の
チ
ナ
ン
パ
耕
作
地
域
は
、
メ
ヒ
コ
へ
の
食
料
資
源
調
達
の
面
に
お
い
て
大
き
な
意

味
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
が
、
市
揚
シ
ス
テ
ム
と
結
び
つ
た
食
料
資
源
生
産
地
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
推
測
し
う

る
。
　
一
方
、
チ
ャ
ル
コ
・
シ
ョ
チ
ミ
ル
コ
湖
床
域
よ
り
や
や
面
積
は
狭
い
が
、
テ
ス
コ
コ
湖
西
部
で
、
大
堤
防
で
囲
ま
れ
た
淡
水
域
に
も
チ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ソ
バ
耕
作
地
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
チ
ナ
ソ
バ
耕
作
地
か
ら
も
、
エ
ス
タ
ソ
シ
ア
・
シ
ス
テ
ム
及
び
、
市
場
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
食
料
資
源

が
、
メ
ヒ
コ
に
搬
入
さ
れ
て
い
た
と
推
測
し
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
は
、
現
在
、
完
全
に
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ
の
都
市
域
に
覆
れ
、
チ
ャ

ル
コ
・
シ
ョ
チ
ミ
ル
コ
湖
床
域
の
よ
う
な
復
原
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
市
場
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
食
料
資
源
の
集
荷
範
囲
は
、
そ
の
重
荷
性
と
担
荷
嵩
に
よ
る
輸
送
体
系
に
制
約
さ
れ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。
カ
ヌ
ー
輸
送
が
可
能
で
あ
っ
た
メ
ヒ
コ
盆
地
と
い
う
有
利
性
は
存
在
し
た
も
の
の
、
そ
れ
を
囲
面
す
る
三
千
～
五
千
皿
強
に
及
ぶ
山

地
の
障
害
は
絶
対
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
市
場
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
食
料
資
源
集
荷
範
囲
は
、
メ
ヒ
コ
盆
地
を
越
え
る
こ
と
は

な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
最
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
貢
納
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
集
荷
総
量
に
比
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
劣
る
も

の
だ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
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「帝都」メヒコにおける食料調達の問題（小林）
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⑫
　
ア
シ
ャ
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カ
ト
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在
位
　
鼠
穴
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八
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年
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六
の
晦
に
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そ
れ
ぞ

　
　
れ
、
二
〇
・
五
×
四
〇
〇
・
五
プ
ラ
サ
平
方
（
約
二
∴
二
m
）
の
耕
地
区
画
を
持

　
　
っ
て
い
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と
い
う
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た
だ
し
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面
積
は
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×
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○
ブ
ラ
サ
平
方
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⑩
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十
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と
思
わ
れ
る
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貢
納
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の
チ
ャ
ル
コ
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穀
物
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納
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一
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護
床
域
か
ら
生
産

　
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
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る
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約
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五
〇
㎞
の
拡
が
り
を
も
っ
て
い
た
。

128 （626）

五
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ギ
ブ
ソ
ン
○
壁
土
Φ
ω
○
皆
ω
o
⇔
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
貢
納
表
は
ア
ス
テ
カ
社
会
に
関
す
る
諸
種
の
考
察
の
材
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
食
料
資
源
の
貢
納
を
手
掛
り
に
、
ア
ス
テ
カ
帝
国
の
本
拠
地
メ
ヒ
コ
に
お
け
る
食
料
資
源
調
達
に
つ
い
て
考
察
を
推
め
て
き

た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
ア
ス
テ
カ
社
会
の
復
原
、
再
構
成
に
と
っ
て
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
種
々
の
問
題
が
続
出
し
て
き
た
。
と
り

わ
け
、
集
荷
さ
れ
た
食
料
資
源
の
再
分
配
シ
ス
テ
ム
な
ら
び
に
そ
れ
と
関
連
し
た
「
帝
都
」
居
住
者
の
階
層
的
構
成
の
問
題
、
各
食
料
調
達
シ

ス
テ
ム
と
土
地
手
取
様
式
と
の
関
係
な
ど
は
未
だ
考
察
の
眼
が
十
分
に
は
向
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
、
や
や
安
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
借
用
し
た
貢
納
・
市
場
・
エ
ス
タ
ソ
シ
ァ
の
三
シ
ス
テ
ム
問
の
関
係
も
、
各
シ
ス
テ
ム
の
実
態
把
握
を
通
じ
て
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。



「帝都」メヒコにおける食料調達の問題（小林）

　
以
上
の
契
約
は
あ
る
が
、
環
境
論
的
な
生
産
余
剰
を
中
心
概
念
と
し
て
都
市
起
源
・
発
達
に
関
す
る
説
明
モ
デ
ル
を
提
出
し
た
文
化
生
態
学

派
に
と
っ
て
、
ア
ス
テ
カ
の
「
帝
都
」
メ
ヒ
コ
は
不
都
合
な
材
料
を
提
出
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
一
四
世
紀
に
建
設
さ
れ
て
以
来
、
メ
ヒ
コ

の
居
住
者
が
農
業
的
労
働
に
従
事
し
た
と
い
う
記
録
は
顕
著
な
形
で
は
み
ら
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
都
市
建
設
者
の
集
団
は
、
湖
中
と
い
う
戦

略
上
、
交
易
活
動
上
の
有
利
性
に
依
拠
し
て
、
貢
納
晶
受
納
、
交
易
に
よ
る
生
活
物
資
の
獲
得
と
い
う
方
法
で
、
都
市
の
経
済
的
生
存
基
盤
を

保
証
し
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
。

　
ア
ス
テ
カ
期
に
お
い
て
、
メ
ヒ
コ
盆
地
で
は
、
　
「
地
方
的
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
…
ク
」
の
結
節
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
地
方
（
小
都
市
的
）
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

地
網
が
成
育
し
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
メ
ヒ
コ
盆
地
の
居
住
者
の
大
部
分
は
、
何
ら
か
の
形
で
こ
れ
ら
の
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
と
関
与
し

て
い
た
と
さ
へ
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
心
地
網
、
換
言
す
る
な
ら
市
場
網
で
覆
れ
た
メ
ヒ
コ
盆
地
域
を
越
え
た
地
域
か
ら
、
軍
事
的
征
服

を
媒
介
と
し
た
貢
納
に
よ
っ
て
穀
物
が
徴
発
さ
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
下
記
の
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
。
非
農
業
生
産
者
人
ロ
の
集
中
す
る
核
と
し

て
肥
大
し
て
い
っ
た
メ
ヒ
コ
の
人
口
は
、
メ
ヒ
コ
盆
地
域
か
ら
市
場
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
調
達
し
う
る
食
料
資
源
で
扶
養
し
う
る
人
口
量
を
上

ま
わ
る
危
険
が
あ
っ
た
。
こ
の
危
険
性
を
回
避
す
る
方
策
と
し
て
モ
レ
ロ
ス
谷
、
ト
ル
カ
谷
、
イ
ダ
ル
ゴ
州
南
部
な
ど
の
諸
貢
納
地
区
か
ら
食

料
資
源
が
貢
納
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
メ
ヒ
コ
に
搬
入
さ
れ
て
い
た
と
考
え
た
い
。
逆
に
い
え
ば
、
貢
納
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
食
料
資
源
調
達
に

よ
っ
て
、
メ
ヒ
コ
盆
地
の
地
域
中
心
都
市
と
い
う
一
定
の
レ
ベ
ル
を
越
え
た
「
帝
都
」
と
し
て
メ
ヒ
コ
は
発
達
し
え
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、

「
帝
都
」
に
居
住
す
る
支
配
老
苦
（
領
主
、
神
官
・
官
僚
．
戦
士
、
貴
族
）
の
大
部
分
、
お
よ
び
工
芸
職
人
な
ど
の
支
配
階
層
と
密
接
に
結
び
つ
い

た
集
団
な
ど
が
、
貢
納
に
よ
っ
て
そ
の
生
活
を
保
証
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
モ
デ
ル
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
食

料
調
達
に
お
け
る
市
場
シ
ス
テ
ム
の
寄
与
率
の
大
き
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
帝
都
偏
と
し
て
の
経
済
は
、
貢
納
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

①
2
げ
ω
o
ロ
璽
O
訂
ユ
①
ω
嚇
、
．
ω
鉾
q
9
自
。
o
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昏
。
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O
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■

》
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o
o
麟
日
野
同
。
．
、
摯
蔑
冒
ミ
．
卜

②
　
ア
ス
テ
カ
に
お
け
る
市
場
に
関
し
て
は
、
征
服
者
等
の
観
察
記
録
は
存
在
す
る

　
が
、
そ
の
内
部
構
造
、
取
引
の
諸
様
式
、
商
品
の
流
通
過
程
、
市
場
圏
な
ど
の
笑
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．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Por

　　　　　　　　　　　　　　　　Munehiro　Kobayashi

　　Los　sistemas　de　cambio　econ6mico　de　los　bienes　de　smbsistencia　se

han　ignorado　en　el　modelo　de　los　ec610gos　culturales，　los　cuales　han

considerado　el　desarrollo　urbano　en　Mespam6rica　como　una　conseque－

ncia　de　las　potencias　eco16gicas　o　de　los　progresos　anteriores　de　prod－

uctividad　agricola．　Para　poner　la　incorrecci6n．en　clara　a　la　luz　de　las

pruebas　etnohist6ricas，　se　trata　el　caso　de　metr6poli　clel　imperio　azteca，

M6xico－Tenochtitlan．

　　Se　dice　que　en　el　imperio　azteca　hubiera　tres　sistemas　de　cainbio

econ6rnico．　Estos　son，　el　sistema　de　tributo，　de　cambio　en　mercados

regionales　y　de　comerclo　exterior　por　los　Pochtecas，　6ste　no　hubiera

vinculado　a　los　bienes　de　subsistencia．　Por　dos　sistemas　primeros，　los

alimentos　que　hubieran　desempefiado　un　papel　indispensable　de　sostener

la　gran　cantidad　de　poblaci6n　no　campesina　hubieron　11evado　al　metr－

6poli．

　　SegGn　el　anilisis　de　Matrfcula’de　Tributos．　que　es　un　documento

primario　acerca　de　alg6n　sectOr　del　sistema　tributarlo，　la　cantidad

de　！os　cereales　（maiz，　frijoi　y　otros）　11evados　desde　las　regiones　simb－

ioticas　que　colocan　en　un　radio　de　150　KM　pudiera　alimentar　desde　120

mi！　hasta　150　mil　persoRas．　Por　otra　parte，　tenemos　menos　evidencia

de　la　contribuci6n　de　alimentos　11evados　por　el　sistema　de　mercados

regionales　dentro　de　valle　de　M6xico．　’Tampoco，　tenemos　la　estimaci6n

decidida　de　la　pobiaci6n　del　metr6po1i．　Por　eso　no　podemos　aclarar　la

eontribuci6n　relativa　entre　los　sistemas　en　cuanto　a　la　economia　de

subsistencia　del　metr6poli．　Sin　embargo，　tenemos　que　cosiderar　el　papel

importante　de　sistema　de　mercados　regionales　no　menos　que　de　tributo．
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